
大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
就
て
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一
、

緒

言

茲
に
大
部
華
嚴
と
い
ふ
た
の
は
、
兜
沙
經
、
菩
薩
本
業
經
等

の
所
謂
る
支
流
華
嚴
、
も
し
く
は
別
品
殊
譯
等
と
稱
せ
ら
る
る
も
の
に

封

し
、
そ
れ
等
支
流
華
嚴
を
集
大
成
し
た
、
今
日
知
ら
る
ズ
四
大
部
華
嚴
、
帥
ち
六
十
華
嚴
、

大
慈
恩
寺
梵
本
華
嚴

龕
築

疎
は
)
八
十

華
嚴
.
西
藏
華
嚴
を
指
す
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
は
次
第
の
如
く
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
其
内
容
に
於
て
も
出
沒
が
あ
る
か
ら
、

一
概
に
論
じ
ら
れ
ぬ
が
、
今
は
且
ら
く
六
十
華
嚴
に
つ
い
て
、
編
纂
の
意
圖
、
帥
ち
何
を
明
さ
ん
と
し
て
支
流
華
嚴
を
何
う
い
ふ
構
想

の
も
と
に
編
纂
し
組
織
し
た
か
に
つ
い
て
私
案
を
述

べ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
診
る
。

こ
れ
に
は
先
づ
以
て
支

(
支
流
華
嚴
)
前
大

(鍬
灘
後
か
、

大
前
支
後
か
の
成
立
前
後
の
問
題
を
解
決
し
て
か
玉
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
今
日
經
典
史
學
の
上
か
ら
は
、
支
前
大
後
と
い
ふ

事

が
常
識
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
茲
に
あ
ら
た
め
て
そ
の
問
題
は
論
じ
な
い
で
あ
ら
う
。
但
し
華
嚴
教
學

で
は
大
前
支
後
読

で
あ
る

こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
さ
て
大
部
華
嚴
編
纂
意
圖
に
つ
い
て
は
、
從
前
既
に
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
か

ら
、

一
往
そ
の
所
読

を
紹
介
し
て
置
く
で
あ
ら
う
。

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て
(
石
井
教
道
)

八
三
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二
、

三

段

五

分

五

周

読

こ
れ
は
華
嚴
學

の
華
嚴
經
結
構
読

で
あ
る
。
帥
ち
智
儼
の
搜
玄
記
第

一
上

(正
藏
三
五

ノ
十
五

)
に

就
レ品
分
者
有
レ
三
、
初
至
二
光
覺
等
一來
擧
果
勸
樂
生
信
分
、
二
明
難
下
明
昌修
因
契
果
生
解
分
一、
三
離
世
間
下
辨
二
依
縁
修
行
成
徳
分
一。

の
三
段
と
し
た
O
を
初
め
と
す

る
。
法
藏
は
探
玄
記
第
二

締
に
そ
れ
を
う
け
、
三
段
五
分
五
周
と
し
て

一
部

の
結

構
を
見
た
の
で
あ
る
。

「

序
厂
正

三

分

五

分

分
i

l
教

起

因

縁

分

宗

分
ー

五
周
因
果

世

間

淨

眼

品

盧

舎

那

品

七
處
八
會

i
擧
果
勸
樂

生
信
分
ー

-
所

信

因

果

ー

修
因
契
果
生
解
分
1

ー

修

生

因

果
1

1
修

顯

因

果

行

因

果

入

因
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⊥
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⊥
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⊥
皷
嬶
雛
羅

轡

⊥
鼓

楫
醜
囀
麻
L

叶

馳

耶㎜凵

寂

滅

道

揚

會

普

光

法

堂

會

切

利

天

會

夜

摩

天

會

⊥
鹸普

゜

離入

バ賢世

囓

法

ホ性間界

兜

率

天

會

酬
＼
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光
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迸
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林

會

ー

他

化

自

在

天

會

…
託
法
進
修

成
行
分
t

-
成

i
依
人
入
證
成
徳
分
ー
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こ
の
中
三
分
科
読
は
、
道
安
以
後
支
那
釋
家
が
等
し
く
經
典
解
釋
に
當
つ
て
使
用
す
る
所
の
分
科
で
あ
る
。
今
華
嚴
學
に
も
そ
れ
を
使

用
し
て
ゐ
る
が
、
三
分
の
中
流
通
分
が
あ
る
と
見
る
読
と
、
無
い
と
い
ふ
読
と
あ
る
。
儼
藏
二
師
は
倶

に
流
通
分
無
読
を
採
つ
て
ゐ
る
が
、

そ

の
理
由
は
同

一
で
な
い
。
智
儼
は

「
經
來
未
盡
故
無
流
通
」
と
い
ふ
読
で
あ
り
、
法
藏
は

「
此
經
是
稱
法
界
法
門
読
故
總
無
流
通
」

と

い
ふ
て
ゐ
る
如
く
内
容
か
ら
無
読
を
主
張
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
澄
觀
は
清
凉
大
疏
第
四

(正
藏
三
五

ノ
五
二
七
)
に
七
読
を
出
し
、
自
ら
は
慧
遠

、の
善
財
童
子
修
證
以
下
を
流
通
と
す
る
読
を
採
用
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

こ
の
外
澄
觀
は
大
經

一
部
の
組
織
に
十
例
あ
り
と
な
し
、

五
分
、
五
周
そ
れ
ー

を

一
科
と
な
し
、
そ
の
五
分
に
つ
い
て
は
、
歡
起
因
縁
分
を
擧
果
勸
樂
生
信
分
に
合
し
、

第
五
依
人
入
證
成
徳

分
を
開
い
て

一
に
頓
證
法
界
分
、
二
に
歴
位
漸
證
分
と
し
て
ゐ
る
が
、
大
體
法
藏
の
五
分
と
同
じ
い
。
凡
そ
こ
の
五
分
科
読
は
、
華
・嚴

經
を
以
て
菩
薩
道
と
し
て
の
信
解
行
證
を
明
す
も
の
と
見
た
や
う
で
あ
る
。
初
め
に
華
嚴
法
門
の
興
る
由
序
と
し

て
、
佛
と
、
集
會

の

大
衆
と
、
整
備
さ
れ
た
場
所
と
を
明
し
た
世
間
淨
眼
品
を
序
幕
、°
帥
ち
教
起
因
縁
分
と
見
、
次
に
華
嚴
實
踐

の
目
標
た
る
廬
舍
那
佛
格

と
其
世
界
と
を
あ
げ
、
行
者
を
す

乂
め
て
信
仰
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
と
し
て
そ
れ
を
擧
果
勸
樂
生
信
分
と
科
し
た

の
で
あ
る
。
次
に
正

し
く
そ
の
佛
格
現
成
の
爲
め
の
菩
薩
道
を
示
し
て
先
づ
理
解
に
訴

へ
た
の
が
十
佳
品
以
下
性
起
品
に
至
る
經
典
の
大
部
分
で
あ
つ
て
、

そ
れ
を
修
因
契
果
生
解
分
と
科
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
解
を
全
ふ
し
て
正
し
く
實
踐
に
移
つ
た
の
が
離
世
間
品

で
あ
つ
て
、
そ
れ
を

託
法
進
趣
成
行
分
と
科
し
た
。
後
に
解
行
に
依

つ
て
實
證
す
る
形
相
を
善
財
な
る

一
人
格
者
の
實
踐
に
依
つ
て
實
證
し
た
の
が
入
法
界

品

で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
依
人
入
證
成
徳
分
と
科
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く

一
部
經
典
を
菩
薩
道
を
明
す
も
の
と
し
て
信
、
解
、
行
、

證

の
四
法
組
織
に
見
做
し
、
そ
の
大
部
經
典
の
前
六
處
七
會
の
法
門
を
、
入
格
的
實
證
表
現
に
引
き
直
し
た
も
の
が
入
法
界
品
で
あ
る

と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
案
す

る
に
四
十
經
で
は
入
不
思
議
解
脱
普
賢
行
願
品
と
題
し
、
入
法
界
品
を
以
て
普
賢
行
を
明
す
も
の
と
し

て
ゐ
る
の
に
照
應
し
て
見
る
と
き
、
そ
れ
は
極
め
て
委
當
な
見
方
で
あ
る
と
思

ふ
。
亦
、
こ
れ
が
華
嚴
學
大
成
者
智
儼
、
法
藏
の
読
で

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て

(石
井
教
道
)
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あ

る
か
ら
、
華
嚴
學
と
し
て
は
絶
待
權
威
の
読

で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
し
も
し
自
由
批
判
を
許
す
な
ら
ば
、
聊
か
疑
問

が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
何
者
、
華
嚴
學
で
は
、
他
面
、
華
嚴
經
は
稱
性
の
本
經
で
あ
つ
て
、
佛
自
内
證
の
法
を
そ

の
ま

玉
數
露
し
た
根

本
經
と
價
値
づ
け
て
ゐ
る
の
に
封
し
、
因
位

の
菩
薩
道
を
明
し
た
も
の
と
み
る
の
は

一
致
せ
ぬ
や
う
で
あ
る
。
尤
も
華
嚴
經
に
い
ふ
菩

薩

は
即
ち
佛
と
も
云

へ
る
點
も
あ
る
が
、
支
那
佛
教
で
い
ふ
佛
菩
薩
は
匿
別
が
あ
る
。
そ
し
て
解
と
行
と
の
關
係
を
、
願
と
行
、
安
心

と
起
行
と
い
ふ
意
味
に
理
解
す
る
と
き
は
、
解
の
み
で
は
佛
果
は
滿
足
さ
れ
る
筈
は
な

い
か
ら
、
佛
果
の
形
相
と
し
て
読
か
れ
て
ゐ
る

,

不
思
議
法
品
、
相
海
品
、
小
相
品
等
は
解

の
絡
り
に
あ
る
よ
り
も
、
離
世
間
品
の
後
に
編
次
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

然
し
亦
、
佛
徳
成
就

の
廣
大
さ
を
範
疇
化
し
て
理
解
に
訴

へ
た
も
の
と
解
し
、
離
世
間
品
は
そ
の
具
體
的
行
法
を
示
し
た
も
の
と
い
ふ
意
に
於
て
解
と
行
と

を

理
解
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
組
織
觀

の
ま

乂
で
よ
い
と
思
ふ
。
然
し
入
法
界
に
至
ら
ぬ
と
證
入
の
義
が
な
い
や
う
に
見
ら
る
N
の
は
何

う
か
と
思
ふ
。
前
部

の
經
典
で
佛
果
成
就
の
證
入
は

一
往
完
了
さ
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
つ
て
、
入
法
界
品
は
唯
そ
の
證
入

の
相
を
具
體
的

入
格
的
に
表
現
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

三
、

三

聖

結

構

論

澄
觀
は
三
聖
圓
融
觀

冖
卷
を
撰
し
、
華
嚴

一
部
は
普
賢
、
文
殊
、
舍
那

の
三
聖
圓
融
を
明
す
に
あ
る
と
見
た
の
で
あ

つ
た
。
尤
も
そ

の
本
つ
く
所
は
、
靈
隘

(薩
孅
鋸
蟶
鬮
)
が
云

へ
る
如
く
入
法
界
品
に
其
思
想
が
あ
り
、

探
玄
記
第

一
八
に
も
普
賢
を
法
界
法
門
に
、

文
殊

を
般
若
の
智
慧

に
配
當
し
て
ゐ
る
し
、
李
通
玄
も
華
嚴
合
論
第
七
、
第
八
、
第
五
四
等
に
文
殊
を
理
、
普
賢
を
行

に
、
或
は
文
殊
を
慧

普
賢
を
行
に
配
し
、
或
は
文
殊
を
法
界
の
體

に
、
普
賢
を
法
界
の
用
に
配
釋
し
て
ゐ
る
の
に
據
り
所
が
あ
る
と
い

ふ
の
は
尤
も
の
事
と
、

思

う
が
、
そ
れ
を
觀
法
と
し
て
組
織
し
大
成
し
た
の
は
澄
觀
で
あ
る
。
鄙
ち
澄
觀
は
華
嚴
經
二

部
の
總
意
を
表
は
す
題
目
を
三
聖
に
配



し

「
若
合
三
二
聖
法
門
一以
爲
二
經
目
一者
普
賢
是
大
、
所
證
理
體
、
無
レ不
レ
包
故
。
文
殊
是
方
廣
、
理
上
之
智
、
爲

二業
用

一

(中
略
)
文

殊
普
賢
二
倶
華
嚴
萬
行
披
敷
信
智
解
行
皆
是
因
、
華
用
嚴
本
寂
體
故
。
舍
那
帥
佛
、
通
圓
諸
因
證
上
體
用
故
印
爲

レ經

(圧
臟
姻
峨
)
と

い
ー

ふ
て
ゐ
る
。
三
聖
は
具
體
的
佛
體
で
あ
る
と
倶
に
、
三
聖
そ
れ
ん
＼

の
持
つ
特
性
を
法
門
化
し
、
そ
の
法
門
を
體
現
す
る
何
入
も
三
聖

圓
融

の
佛
格
を
成
就
サ

る
事
が
出
來
る
と
い
ふ
事
を
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち

麦

殊
i

能

信

之

心

能

起

之

解
t

能

證

大

智

＼

盧

舎

那

佛

～
普

賢
-

所

信

薙
醐
如
t

所

起

之

萬

行
-

所

證

法

界

拙
黼
如
＼

か
く
相
封
明
表
の
上
で
は
交
普
そ
れ
ん
＼

の
持

つ
意
義
を
異
に
す
る
が
、
相
融
顯
圓

の
上
か
ら
み
れ
ば
、
文
殊
の
三
事
融
通
隱

々
、
普

賢

の
三
事
渉
入
重

女
、
加
之
、
二
聖
法
門
互
ぴ
に
相
融
不
二
で
あ
つ
て
、
そ
の
當
體
に
廬
舍
那
の
果
體
を
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
觀

法

に
達
す
れ
ば
、
,目
に
觸
れ
境
に
封
し
て
常
に
三
聖
及
び
十
方
の
菩
薩
を
見
る
事
を
得

ゐ
の
で
あ
る
。
こ
の
觀
法
を
修
し
て

一
生
刺
せ

す

ば
、
三
聖
必
す
圓
滿
す
と
い
ふ
て
ゐ
る
。

か
く
澄
觀
は

一
經
を
三
聖
圓
融
の
觀
法
を
明
す
も
の
と
見
做
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
華
嚴
研
究
者
の
中
に
は
、
經
典
史
學
の
立

場

か
ら
三
聖
思
想
に
基
い
て
大
部
經
典
が
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
見
る
諡
が
可
な
り
多
い
の
で
あ
る
。
印
ち
高
峰
了
州
氏
の
華
嚴
思
想
史

粛

林
紙
)
並
に
如
來
出
現
の
思
想
と
華
嚴
結
構
の
意
圖

(講
蠶
鑛
)
に
依

る
と
、

第

一
會

の
寂
滅
道
場
會
は
大
經
の
序
読

で
あ
り
、

第
二

會

は
文
殊
系
の
各
品
を
内
容
と
し
、
文
殊
中
心
の
般
若
系
統

の
思
想
が
組
織
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
.
中
に
於

て
名
號
品
は
文
殊
經

典

の
序
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
佳
行
向
地
の
十
地
系
と
文
殊
經
典
と
を
結
合
す
る
序
読

の
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
り
、
晋
經
で
は
十
地

品

の
次
に
十
明
品
が
諡
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
唐
經

の
如
く
普
光
法
堂
に
於
て
読
か
れ
た
十
定
品
が
あ
る
の
が
正
し
い
の
で
あ
つ
て
、

こ
れ
か
ら
後
は
普
賢
經
典
で
あ
り
、
+
定
品
以
下
離
世
簡
品
ま
で
の
十

一
品
は
そ
の
序
読
で
あ
る
。
か
く
第
二
第

七
第
八
が
倶
に
普
光

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て
(
石
井
教
道
)
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法
堂
で
読
か
れ
た
と
い
ふ
事
は
、
文
普
を
組
織
づ
け
る
場
所
的
意
味
が
あ
る
と
な
し
、
そ
の
文
普
の
結
合
し
た
所

に
毘
盧
舍
那
が
開
顯

さ
れ
る
か
ら
、
華
嚴
經
結
構
の
中
心
的
地
位
を
持

つ
も
の
は
如
來
出
現
品

で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
入
法
界
品
は

一
聯

の
物
語
り

で
あ
り
、
獨
立
せ
る
組
織
に
依

つ
,て
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
構
圖
そ
の
も
の
が
、
第
二

に
文
殊
經
典
と
十
地
經
典

と
の
結
合

に
、
第
二
に
は
更
に
普
賢
經
典
を
編
成
し
て
ゐ
る
華
嚴
經
組
織

の
構
想
上
に
基
礎
を
與

へ
た
も
の
で
あ

る
、
か
く
文
普
は

一

經

の
上
に
主
要
な
地
位
に
あ
る
が
、
思
想
的
に
は
普
賢
經
典
が
本
經

の
主
導
的
地
位
に
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
次
に
龜
川
教
信
氏
は

縁
起

の
構
造

(箆
杓
七
)
に

一
經
の
構
造
を
述
べ
、
華
嚴
大
經
は
、

十
地
品
を
主
流
と
な
し
、

交
殊
を
中
心
と
す
る
經
典
と
、

並日
賢
を
中

心
と
す
る
經
典
と
を
結
合
し
、
後
に
入
法
界
品
に
至
り
、
普
賢
の
證
入
法
界
を
以
。て
結
末
を
つ
げ
、
最
後

に

一
經

全
體

の
序
分
た
る
寂

滅
道
場
會

の
盧
舍
那
思
想
に
依
つ
て
全
體
を
結
成
し
た
も
の
で
あ

つ
て
、
然
も
そ
れ
等
は
、
入
法
界
品
を
模
型
と
し
て
然
も
入
法
界
品

を

と
り
入
れ
つ

N
前
後

に
聯
絡
を
保
つ
部
品
を
適
宜
に
纔
入
し
て

一
經
の
體
裁
を
整

へ
た
も
の
と
し
、
且
つ
そ
れ
等
諸
品
を
成
立
史
的

に
見
る
と

ー
序

分

第

一

會

第

四

期

幽

一

編
ト
∵

∴

11
∵

∴

嘉

六

會

厂

一

期

ー
第

三

群
t

第

七
、

第

八

會

第

二

期

ー
第

二

編

第

九

會

第

三

期

に
な
る
と
い
ふ
て
ゐ
る
、
又
、
龍
山
章
眞
氏
も
梵
文
和
譯
十
地
經
解
読

(酢
禰
)
に
、

入
法
界
品
を
分
離
し
て
前
分
を
左
の
如
き
結
構
と



1
・第

一

一群
i

序

寂
滅
鱒
逍
一揚
の
二
品

ー
第

二

群
ー

文

殊

經

典
ー

名
號
品
以
下
賢
首
晶

に
至
る
六
品

ー
第

三

群
-

十

地

中

心

經

典
i
ー
昇
須

彌
頂
品
以
下

十
地
品

に
至
る
十
四

品

t
第

四

群
ー

普

賢

經

典
t

十

明

品
t

離
世
間
品

に
至
る
十

一
品

見

て
ゐ
る
。
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
成
立
の
順
序
は
、
第
三
群

の
十
地
品
中
心
の
經
典
を
中
央
に
置
き
、
そ
の
前
後
に
文
普
經
典
を
蓮

結

し
た
の
が

一
經

の
胴
體
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
入
法
界
品
と
序
と
を
加

へ
た
の
が
大
華
嚴
で
あ
る
と
見
做
し
て
ゐ
る
。
鹽叉
、
久
野
芳
隆

氏
も

「
華
嚴
經
の
成
立
問
題
」
(宗

數

研

究

新
七
ニ
ノ
一〇
〇
)
に
、

十
地
品
を
最
古
と
し
、
そ
の
前
後

に
文
殊
を
中
心
と
す
る

一
類

の
經
典
と
、
並日
賢

を
中
心
と
す
る

一
類
の
經
典
と
を
結
合
し
た
も
の
が
、
即
ち
入
法
界
品
の
豫
知
す
る
古
華
嚴
で
あ
つ
て
、
入
法
界
晶
は
、
そ
の
竪
の
修

行
を
横
に
布
衍
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
か
く
性
起
品
を
中
心
と
し
て
文
普
經
典
の
配
屬
を
見

る
の
と
、

十
地
系
經
典
を
中
心

と
し
て
文
普
經
典
の
配
置
を
見
る
の
と
相
異
は
あ
る
が
、
何
れ
も
三
聖
思
想
に
依

つ
て
其
構
圖
の
意
を
解
か
ん
と
し
て
ゐ
る
點
は
共
通

と
云

へ
る
。
そ
し
て
叉
、
入
法
界
品
を
別
途
に
扱
ふ
事
は

一
致
す
る
が
、
古
華
嚴
を
豫
知
し
て
入
法
界
品
を
編
纂

し
た
も
の
と
見
る
の

と
、
入
法
界
品
を
模
型
と
し
て
前
編
華
嚴
が
出
來
た
も
の
と
い
ふ
相
異

が
あ
る
。
.確
か
に
入
法
界
品
は
、
文
殊
に
始
ま
つ
て
普
賢
に
絡

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
と
前
編
華
嚴
と
の
蓮
關
を
見
る
と
き
、
諸
學
匠
の
見
解
の
委
當
な
る
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
い
ふ

が
如
く
文
普
經
典
を
前
後
に
分
け
る
事
が
出
來

る
か
何
う
か
は
、
高
峰
氏
自
身
も
敍
述
の
形
式
上
な
ほ
統

一
的
で
な
い
點
が
あ
る
と
か
、

よ

つ
て
來
る
所
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
等
と
云
は
れ
る
如
く
疑
問
の
狹
さ
む
べ
き
點
の
多

女
あ
る
の
は
事
實
で
あ
る
。
又
文
殊
は
智
、
普
賢

は

理
も
し
く
は
行
と
い
ふ
制
然
と
し
た
獨
立
的
思
想
の
下
に
經
典
が
出
來
て
ゐ
た
か
何
う
か
。
又
、
十
地
品
も
し
く
は
十
地
系
統
の
經

典

が
文
普
經
典
結
合
の
紐
帶
を
爲
す
思
想
的
關
連
が
果
し
て
何
處
に
あ
る
か
等
、
先
づ
以
て
研
究
さ
れ
て
か

x
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
基
礎
工

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て

(
石
井
教
道
)

八
九
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事

が
十
分
で
な

い
や
う
に
思
ふ
。
然
し
象
徴
法
門

の
巧
み
な
經
典
の
謎
を
種

々
の
面
か
ら
掘
り
下
げ
ら
れ
た
事
は
華
嚴
研
究
の

一
大
躍

進

で
あ
つ
て
敬
意
を
表
し
売
い
。
徇
.
さ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
事
は
、
何
う
い
ふ
思
想
を
象
徴
し

や
う
と
し
て
ゐ
る
か

と
い
ふ
觀
點
か
ら
み
る
外
に
、
象
徴
の
材
料
と
そ
の
扱
ひ
方
、
そ
の
材
料
の
時
代
的
意
義
な
ど
、
プ謂
は
貸
象
徴

の
藝
術
面
か
ら
の
考
察

、を
加

へ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思

ふ
。
今
聊
・か
そ
の
面
か
ら
本
經
構
想

の
意
圖
を
探

つ
て
み
た
い
と
思

ふ
。

四
、
華

嚴

大

經

三
部

構

造

論

甲
、
華
嚴
經
典
所
読
の
目
的
と
大
部
華
嚴
編
纂

の
原
型

華
嚴
經
典
は
本
來
何
を
読
き
明
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
か
と
い
ふ
事
を
先
づ
以
て
明
了
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
先

づ
華
嚴
部
經
典

の
中
最
古
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
兜
沙
經
、
つ
い
で
菩
薩
本
業
經
に
つ
い
て
之
を

一
瞥
す
る
で
あ
ら
う
。
但
し
兜

沙

經
の
最
古
と
い
ふ
意
に
つ
い
て
二
読
あ
る
。
帥
ち
久
野
芳
隆
氏

(霹

鸚

の
成
鞴

嬰

)
は
兜
沙
經
に
十
法
住
、
乃

至
、
十
佳
と
い
ふ
十

數

法
門
を
あ
げ
て
ゐ
る
か
ら
、
兜
沙
經
成
立
前
に
さ
う
し
た
あ
る
纏

つ
た
華
嚴
經
典
が
あ
つ
た
も
の
と
い
ふ
條
件

の
下
に
現
存
經
典
中

で
は
兜
沙
經
が
古
い
と
い
ふ
事
が
云
は
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
羯
し
て
近
藤
隆
晃
氏
は

倉
疎
爛
嬲
嶼
靴
糶
攣

一輯
)
兜
沙
經
以
前
に
.

さ
う
し
た
纏

つ
た
犬
部
經
典
は
な
い
と
論
じ
、

兜
沙
經
よ
り
も
賢
首
經
の
方
が
そ
の
先

驅
を
な
す
も
の
と

論
じ

た
。

そ
れ
に
封
し
て

久
野
氏
は
再
び

「
聖
典
史
方
法
論
斷
片
」
(辮
嫐
研
醐
)
と
い
う
論
文
を
發
表
し
、

賢
首
經
を
兜
沙
經
の
先
驅
と
す
る
説
を
破
し
て
自
読

を

固
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
相
當
問
題
も
あ
る
が
今
日
存
在
す
る
文
獻
上
か
ら
云

へ
ば
兜
沙
經
を
最
古
の
も

の
と
見
る
こ
と
に
異
義
は
な

い
や
う
で
あ
る
。
も
し
久
野
氏
の
如
く
、
兜
沙
經
以
前
に
十
數
法
門
の
纏

つ
た
も
の
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば

何
故
十
數
法
門
の
衣
第
が

一
定
し
な

い
の
か
解
ら
ぬ
事
と
な
る
。
邸
ち



兜

沙

經
ー

十

法

住

十
法
所
行

十
法
悔
過
經

十
道
地

十
鎭

十
居
處
所
願

十
黠

十
三
昧

十
飛
法

十
住

菩

薩

本

業

經
ー
1

十

地

十

智

十

行

十

投

十
藏

十

願

十
明

十

定

十

現

十
印

エ
ハ
十
經

、
八
十
經
t

十

住

ヒ
十

行

十

回

向

十

藏

十
地

十

願

十
定

十
自
在
゜

十

頂

(新
+
逎
)

と
あ
る
や
う
に
、
經
に
依
つ
て
次
第
を
異

に
し
て
ゐ
る
所
を
も
つ
て
之
を
見
る
に
、
纒

つ
た
十
法
門
の
經
典
が
あ

つ
た
と
い
ふ
事
は
信

じ

ら
れ
ぬ
、
恐
ら
く
そ
れ
は
、
本
生
譚
を
十
數
に
整
理
し
た
種

々
相
を
蒐
集
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。
さ
て
そ
の
兜
沙
經
並
に
本
業
經
を

見

る
と

初
始
得
佛
光
景
甚
明
-

時
會
菩
薩
盡

一
生
補
處
ー

皆
歎
日
佛
念
三
吾
等
建
ご立
大
志
一。
能
悉
現
ご
我
諸
佛
世
界
所
有
好
惡
殊
勝
之

國
コ
、
佛
所
二
遊
居
一、
興
二隆
道
化
↓
光
明
神
足
教
二訓
天
入
一啓
三
不
法
意
一、
佛
之
本
業
十
地
十
智
十
行
十
投
十
藏
十
願
十
明
十
定
十
現

十
印
。
斷
我
瑕
疵
及
諸
疑
妄
悉
爲
レ
我
現
二佛
行
佛
智
佛
紳
佛
力
佛
定
無
量
變
化
隨
時
四
時
不
護
四
無
所
畏
十
八
不
絶

一
切
敏
慧
無
上

道
徳

一衆
事
數
露

(且
依
本
業

經
之
交

)

と
あ
る
。
即
ち
佛
成
道
時
の
光
景
甚
明
で
あ
つ
て
、
そ
の
佛

の
所
に
集
つ
た
補
處

の
菩
薩
等
が
共
に
議
し
て
佛
に
願
ひ
出
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
諸
佛

の
國
土
、
佛
の
遊
居
し
玉
ふ
所
、
佛

の
本
業
た
る
十
地
乃
至
十
印
、
佛
の
紳
力
等
、
衆
事
を
敷
露

し
て
我
等
の
爲
め
に

現
し
玉

へ
と
い
ふ
大
志
題
で
あ
つ
た
。
そ
の
願
ぴ
に
對
し
、
兜
沙
經
で
は
佛
遊
化
の
佛
世
界
は
明
し
て
ゐ
る
が
、
佛

の
本
業
等
は
読

い

て
ゐ
な
い
。
然
る
に
菩
薩
本
業
經
に
至
る
と
、
佛
遊
化
の
世
界
、
佛
が
も
と
修
行
せ
し
聖
道
を
明
し
た
願
行
品
、

又
↓
佛
本
業
と
し
て

十
地
品
が
読
が
れ
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
.
か
く
大
華
嚴
編
纂
の
原
型
と
も
考

へ
ら
れ
る
そ
れ
等
二
經

に
依
る
と
、
華
嚴
經
は
成
佛
し

た
佛
を
読
き
明
さ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
十
地
等
と
い
ふ
の
格
、
佛
の
本
業
、
帥
ち
本
生
譚
に
示
す
化
他
度
生
の
具
體
現
象
を

整

理
し
て
範
疇
化
.
法
格
化
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
佛

の
内
外
功
徳
の

一
切
を
読
き
示
し
玉

へ
と
い
ふ
念
願
に
答

へ
て
展
開
さ
れ
た

の

大
部
華
既腿編
纂
の
綫
胆想
に
つ
い
て
(
石
井
一教
道
し

九

一
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が
華
嚴
經
で
あ
る
。
故
に
大
部
華
嚴
經
は
、
佛
は
唯
放
光
も
つ
て
佛
事
を
な
す
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
集

つ
た
大
衆
の
中
か
ら
代

表

が
現
は
れ
て
佛
の
身
口
意
三
業
を
讃
歎
し
て
次
か
ら
次

へ
と
移
動
し
て
ゐ
る
の
が
華
嚴
經

で
あ
る
か
ら
、
佛
は
読
か
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
.て
華
嚴
學
で
は
果
分
不
可
読

の
故
に
佛
は
読
か
な
か
つ
た

の
で
あ
る
と
理
由
づ
け
る
の
で
あ
る
が
、
元
來
佛
を
読
か
ん
と

し

て
ゐ
る
読
佛
經
典
で
あ
る
か
ら
、
佛
と
し
て
は
読
か
ぬ
の
が
當
然
な
の
で
あ
る
。
さ
う
し
た
華
嚴
經

の
根
本
的
立
場
を
確
か
り
把
握

し
て
華
嚴
經
典
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
こ
の
立
場
か
ら
云

へ
ば
、
十
佳
十
行
十
向
十
地
は
、
菩
薩
本
業
經
に
云

へ
る
如
く
、

何

れ
も
佛
の
本
業
で
あ
る
。
瓔
珞
本
業
經

の
編
者
が
.(正
藏
二
四
、

一〇
一
〇

)
「
佛
本
業
瓔
珞
十
佳
十
行
乃
至
妙
覺
地
」
と
あ
る
如
く
、
佛

の
本
業
を

瓔
珞
莊
嚴
し
た
も
の
と
見
る
事
が
出
來

る
。
然
る
に
菩
薩
本
業
經
は
僅
か
に
十
佳
を
明
し
た
の
み
で
あ
る
か
ら
、
當
然
、
其
室
白
を
滿

ザ

た
す
た
め
に
大
部
華
嚴
が
現
は
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
し
十
數
法
門
は
唯
具
體
的

現
象
を
雜
然
法
門
化

し
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
標
準
を
立
て
て
整
理
し
た
事
は
、
三
世
紀
に
呉
の
康
僭
會
が
譯
し
た
六
度
集
經

(班
臟
梶
、
)
と
、
本
生
譚
を
六

度

に
依
つ
て
分
類
し
整
理
し
て
ゐ
る
の
で
も
知
る
事
が
出
來
る
。
印
ち
檀

に
二
十
六
種
、
戒
に
十
五
種
、
忍

に
十

三
種
、
進
に
十
九
種
、

禪

に
八
種
、
慧

に
九
種
、
合
し
て
九
十
種

の
本
生
が
六
度
に
依
つ
て
纏
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
叉
、
十
地

法
門
が
十
度

の
次
第
に

依

つ
て
漸
進
す
る
形
式
を
と
つ
て
ゐ
る
の
で
も
知
る
事
が
出
來
る
。
然
し
十
法
門

の
何
れ
も
が
六
度
十
度
の
標
準

に
依
つ
て
分
類
整
理

さ
れ
法
相
化
、
範
曉
化
し
た
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
別
の
標
準
に
依

る
も
の
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
し
て
後
世
考

へ
る
や
う
に
、
初

め
か
ら
菩
薩
の
階
位
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
各

々
に
獨
立
し
た
徳
目
で
あ
つ
た
如
く
考

へ
ら
れ

る
。
尤
も
十
佳
と
十
地

と
は
順
次
向
上
の
段
階
と
し
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
然
し
住
、
行
、
向
、
地
の
順
序
は
明
了
で
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

十
佳
の
如
き
、
初
め
初
發
心
か
ら
順
衣
進
ん
で
第
九
位
に
法
王
子

(本
業
經

作
了
生
)
と
な
り
、
最
後

に
灌
頂
位

(僻
鰈
離
)
と
し
て
佛
位

に
ま
で
昇

進
す
る
形
式
が
整
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
め
十
住
を
位
次

の
始
め
と
し
て
そ
の
上
に
十
行
、
十
廻
向
あ
つ
て
、
最
後

に
十
地
の
極



位

か
ら
佛
位
に
昇
る
と
い
ふ
事
を
想
豫
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
素
直
に
見
る
と
き
、
十
佳
よ
り
十
行

へ
、
乃
至
十
地

へ
進
展
す

べ
き
内
容
上
に
必
然
性
は
な
い
。
十
行
で
も
十
波
羅
蜜
を
主
と
し
た
徳
目
を
整
理
し
た
も
の

x
や
う
で
あ
る
。
恐

ら
く
十
佳
、
十
行
、

十
向
、
十
地
と
い
ふ
組
織
次
第
は
大
部
華
嚴
編
者
の
創
意
に
か

玉
る
も
の
と
思

ふ
。
そ
れ
は
さ
き
に
兜
沙
經
、
菩
薩
本
業
經
、
六
十
經

の
三
經
の
十
法
門
列
次
の
相
異
を
封
照
し
た
の
を
見
て
も
解
る
と
思

ふ
。
も
し
そ
れ
十
住
、
十
行
等
と
定

つ
た
位
次
と
し
て
の
經
典
が

前

に
あ
つ
た
な
ら
ば
、
か
く
三
經
に
相
異
が
出
來
る
筈
は
な
い
。
又
、
古
經

の
十
佳

蘇
諜
確
紘
叶
響

の
内
容
と
十

地
の
内
容
と
比
較

し

て
み
る
と
、
何
れ
も
そ
れ
ー

に
於
て
完
全
し
た
獨
立
組
織
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然

る
に
大
經
編
者
が
、
十
法
冊
を
次
第
し
て
、

そ
れ
を
昇
天
の
順
序
に
配
當
し
た
所
か
ら
、
自
然
そ
れ
を
立
體
的
價
値
の
相
異
あ
る
も
の
の
如
く
考

へ
し
め
る
形
式
に
置
か
れ
た
の
で
、

絡

に
淺
深
明
昧
の
次
第
あ
る
菩
薩
階
位
と
見
做
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
u

そ
し
て
吾
人
寡
分
の
致
す
所
で
は
あ
る

が
、
華
嚴
大
經
が
印
度
造
論
史
の
上
に
明
了
に
現
は
れ
て
ゐ
な
い
・如
く
、

こ
の
佳
行
向
地
の
階
位
も
印
度
佛
教
學
界
に
は
明
了
に
現
は

れ

て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
尤
も
梁
譯
攝
大
乘
論
釋
第
十

一
(正
墓
三

ノ
ニ
ニ
九
)
に
は

願
樂
行
人
自
有
四
種
十
信
十
解
十
行
十
回
向
爲
菩
薩
聖
道
有
四
種
方
便
故
有
四
人
如
須
陀
疸
道
前
有
四
種
方
便

と
あ
つ
て
十
信
ま
で
加

へ
た
階
位
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
華
嚴
經
に
は
賢
首
品
等
の
信
を
高
調
し
て
ゐ
る
が
十
信
の
組
織
は
未
だ
見
な

い

や
う
で
あ
る
。
然
し
か

Σ
る
攝
論
釋
の
文
は
、
隋
唐
二
譯
に
は
全
然
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
後
か
ち
竄
入
さ
れ
た

點

の
少
く
な
い
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
梁
譯
に
の
み
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
亦
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
の
な
い
箇
所
に
読

か
れ
ゐ
る
點
等
か
ら
見
て
、
直
ち
に
そ
れ
を
天
親

の
読

と
す
る
事
は
出
來
ぬ
や
う
に
思
ふ
。
十
地
經
論

の
中
に

一
言
も
こ
の
佳
行
向
の

上
に
位
す
る
十
地
で
あ
る
事
を
示
し
た
所
も
な
く
、
且

つ
瑜
伽
論
等
に
十
三
佳
は
読
か
れ
て
ゐ
る
が
、
佳
行
向
の
階
位
は
読
か
れ
て
ゐ

な

い
。
こ
玉
に
十
信
を
位
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
瓔
語
本
業
經
卷
下

(正
藏
二
四
、

一
〇
一
七

)
佳
前
信
想
菩
薩
の
十
信
心
を
位
次

中
に

と
む
入
れ
た
の

大
部
華
嚴
　編
叩纂
の
構
想
に
つ
い
て
(石
井
{教
道
)

・九
三



東

洋

學

論

叢

九
四

と
關
連
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
省
又
こ
の
攝
論

の
文
に
就
て
は
、
己
に
唯
識
論
議
燈
が
疑
つ
て
ゐ
る
。
印
ち
義
燈

七
本

(正
藏
四
三
、

七
九
四

)
に

梁
譯
攝
論
云
如
須
陀
疸
道
前
有
四
方
便
菩
薩
亦
有
四
方
便
謂
四
十
心
者
、
或
如
卞
小
乘
五
停
心
觀
總
相
念
處
別
相
念
處
合
二
四
善
根
↓

爲
甲
四
方
便
上
。
或
言
總
意
別
意
、
取
三
四
十
心
滿
修
ご
四
善
根
輔
文
言
略
故
但
云
二
四
十
心
,一。
或
飜
譯
謬
、
魏
梁
隋
唐
同
本
異
譯
餘
事

總
無
故
筆
授
謬

と

い
ふ
て
ゐ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
.
然
し
眞
諦
譯
佛
性
論
第
四

(正
藏
三
一
、

八
〇
七

)
に
凡
聖
を
分
つ
に
つ
き
、

小
乘
で
は
燠
頂
忍
世
第

一
を
凡

位

と
す
る
が

「若
大
乘
則
十
信
等
諸
位
」
と
な
し
、
次
に

「
聖
人
者
初
地
以
上
」
と
照
應
せ
し
め
て
ゐ
る
の
に
依

る
と
、
煩
等
に
四
十

心

を
あ
て
は
め
て
ゐ
る
や
う
で
あ
つ
て
、
義
燈
の
想
像
の
如
く
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
こ
の
外
佛
性
論
第
二

(
掘
臟
伍
一
、
)
に
も

「
十

廻
向
上
是
不
遏
位
時
得
於
佛
地
」
等
と
あ
る
か
ら
、
天
親
の
時
に
全
然
無
か
つ
た
と
斷
言
も
出
來
ぬ
が
、

こ
れ
も
亦
眞
諦
譯

の
事

で
あ

る
か
ら
直
ち
に
信
す
る
事
は
出
來
ぬ
し
、
或
は
攝
論
學
派
の
入
の
書
き
入
れ
が
本
文
に
竄
入
し
た
の
で
な
い
か
と
も
想
像
し
得
る
。
尚

こ
れ
に
つ
い
て
興
味
深
く
思

ふ
事
は
、・恐

ら
く

一
切
の
經
典
を
繙
か
れ
た
事
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
天
台
大
師
の
述
懷

に
つ
い
て
で
あ

る
。
四
教
義
第
九

(柾
珊
調
六
、
)

位
數
多
少
有
不
同
者
、
如
華
嚴
經
明
ご
三
十
心
十
地
佛
地
一有
二四
十

一
地
一。
瓔
珞
經
明
二
五
十
二
位
↓
仁
王
經
明
二
五
十

一
位
↓
薪
翻

金
光
明
經
但
出
二
十
地
佛
果
一勝
天
王
般
若
大
品
經
等
亦
但
明
ご十
地
佛
地
一不
レ弁
三
二
十
心
等
覺
地
一也
、

涅
槃
經
明
二
五
行
十
功
徳
一

約
レ義
配
レ
位
似
レ
開
二
三
十
心
十
地
佛
地
一而
文
不
レ
出
レ名
。

こ
の
中
瓔
珞
と
仁
王
と
に
三
十
心
あ
る
の
み
で
あ
つ
て
、
他
に
無

い
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
經
典
史
學
か
ら
云

へ
は
、
瓔
珞
仁

王
は
倶
に
支
那
選
述
で
あ
る
事
は
望
月
博
士
が
論
證
さ
れ
た
所
で
あ
つ
て
、
其
他
の
經
典
に
な
い
と
い
ふ
事
は
、
確
賓
な
印
度
の
經
典

に
は
少
く
と
も
天
台
大
師
に
は
見
當
ら
ぬ
と
い
ふ
意
味
に
解
す
る
事
が
出
來
る
、
か
く
し
て
こ
の
階
位
論
は
、
釋
家
の
龍
象
と
仰

が
る



る
淨
影
天
台
等
支
那
佛
歡
學
界
の
權
威
者
が
重
要
覗
し
た
所
か
ら
、
こ
れ
が
菩
薩
階
位
の
最
も
整

つ
た
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た

も

の
と
考

へ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
佳
行
向
地
の
扱
ぴ
方
に
於
て
極
め
て
複
雜
な
過
程
を
經
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
菩
薩
本
業
經
編
成
時

代

は
佛

の
本
業
と
し
て
取
り
扱
は
れ
て
ゐ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
、
要
す
る
に
華
嚴
經
は
、
佛
な
ら
び
に
佛
世
界
を
読
き
明
さ
ん
と
し

て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
大
華
嚴
編
纂
の
原
型
は
、
今
日
文
獻
の
徴
し
得

る
限
り
菩
薩
本
業
經
で
あ
る
と
思

ふ
の
で
あ

る
Q

乙
、
三

部

門

の

構

想

如
上
の
意
に
依

つ
て
大
部
華
嚴

の
構
想
を
考

へ
て
み
る
と
、
大
體
三
部
門
に
依

つ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

第
二

部

經

典
ー

佛

果

の

行

相

世
間
盧
舍
那
の
二
品

第

二
部

經

典
-

佛
本
業
の
範
疇
的
説
示

名
號
品
以
下
離
世
間
品

第

三

部

經

典
t

佛
並
に
佛
本
業
の
人
絡
的
具
現
-

入

法

界

品

A
、
第

一
部

經

典

華
嚴
經
の
主
目
的
た
る
佛
と
は
何
ぞ
、
佛
世
界
と
は
何
ぞ
と
い
ふ
問
題
に
つ
い
て
卒
直
に
明
し
た
の
が
舊
經
の
二
晶
で
あ
り
、
薪
經

の
世
主
妙
嚴
品
、
如
來
現
相
品
、
普
賢
三
昧
品
、
世
界
成
就
品
、
華
藏
世
界
品
.
毘
盧
遮
那
品
の
六
品
で
あ
る
、
瞿
曇
釋
迦
が
成
佛
す

る
や

「
佛
は
大
慈
多
方
便
を
以
て
能
く
衆
生
清
淨

の
眼
を
開
き
玉
ふ
」
た
る
に
依

つ
て
、

一
切
萬
象
は
撥
刺
た

る
生
氣
を
呈
し
、
生
物

非

生
物

の

一
切
を
三
十
二
類
十
八
部
衆
に
分
類
整
理
し
、
そ
れ
に
悉
く
神
格
價
値
を
與

へ
て
主
晝
神
、
主
夜
紳
,
處
室
身
、
諸
穀
紳
、

水
性
紳
、
諸
火
禪
等
と
稱
し
、
そ
れ
等
と
天
地

一
枚
に
な
つ
て
ゐ
る
縁
起
體
現
の
佛
自
内
證
の
境
を
文
學
的
藝
術
的
表
現
を
以
て
巧
み

に
読
き
明
し
た
の
が
世
間
淨
眼
口叩
で
あ
る
。
こ
玉
に
華
嚴
學

の
謂
ゆ
る
融
三
世
間
十
身
具
足
佛
が
十
分
に
読
ぎ
明
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て

(
石
井
{教
道
)

九
五



東

洋

學

論

叢
・

九
山ハ

る
。
然
し
亦

こ
の
世
間
淨

眼
品
は
、
世
間
を
淨
め
る
佛
の
出
現
、
淨
め
ら
れ
る
衆
生
と
世
界
と
の
圓
か
に
備
り
た
事
を
明
し
、
次
下
の
.

盧
舍
那
品
等
の
読
き
出
さ
る
N
序
幕
を
爲
す
も
の
と
い
ふ
五
分
読
の
意
に
解
し
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
集
つ
た
大
衆
は

「
何

等

を
か
、
諸
佛
地
、
佛
境
界
、
佛
持
、
佛
行
、
佛
力
、
乃
至
、
出
生
諸
波
羅
蜜
願
智
慧
藏
な
り
や
、
如
來
慈
悲
方
便
を
以
て
我
が
心
を

發
起
し
開
解
を
得
し
め
玉

へ
」
と
願
ふ
た
の
で
、
普
賢
は
佛

の
本
願
力
を
う
け
て
如
來
淨
藏
三
昧
に
入
り
、
佛
並
に
佛
に
依
つ
て
價
値

づ
け
ら
た
佛
願
カ
所
成
の
蓮
華
藏
莊
嚴
世
界
を
觀
し
て
後
、
出
定
し
て
大
衆
の
爲
め
に
華
藏
界
の
相
を
読
く
の
で
あ
る
。
、因
に
經
典

に

読

く
佛
は
、
極
め
て
温
い
本
願
佛

と
し
て
説
か
れ
て
ゐ
る
が
、
華
嚴
學
上
に
論
じ
ら
れ
る
佛
は
冷
や
か
な
理
佛
と

い
ふ
感
じ
を
與

へ
る

の
で
あ
る
。

B
、
第

二

部

經

典

世
の
迷
闇
を
拂
拭
し
て
淨
眼
を
開
か
し
め
た
佛
は
、
天
然
の
佛

で
も
な
く
、
又
自
然
偶
然
の
佛
で
も
な
い
。
故

に
盧
舍
那
晶

(璢
輕
疎

臟
劬
彎

に
、

一
切
供
養
具
の
中
か
ら
自
然
の
音
を
な
し
て

「
如
來
は
無
量
曠
劫
の
行
に
よ
り
自
然
に
正
覺
し
て
世
間
に
出
で
玉

ふ
」
、と

も

叉
、

「
無
量
劫
海
に
功
徳
を
修
し
、
十
方

一
切
の
佛
に
供
養
し
、
無
邊
の
衆
生
海
を
教
化
し
て
盧
舍
那
佛
は
正
覺
を
成
し
玉
ふ
」
た

と
傅

へ
て
ゐ
る
。
そ
の
無
量
曠
劫

の
修
行
を
具
體
的
に
読
明
し
や
う
と
し
た
所
に
本
生
譚
が
生
し
て
ゐ
る
。
そ
れ

を
整
理
し
て
範
畴
化

し
法
相
化
し
た
も
の
が
十
佳
等
で
あ
る
か
ら
、
經
典
編
纂
者
ぱ
、
佛
の
本
業
を
明
す
た
め
、
そ
の
十
法
門
を
採
用
し
て
第
二
部
經
典
を

纂
集
し
た
と
い
ふ
事
は
、
極
め
て
委
當
な
取
材
方
法
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
本
業
の
始
原
は
、
勿
論
、
釋
尊
敬
慕

の
上
か
ら
興
つ
た
事

で
は
あ
る
が
、
後
に
は
菩
薩
本
業
經
に

「
欲
レ
求
レ佛
者
有
二
十
地
佳
一往
古
來
今
皆
由
レ此
成
レ佛
」
と
云

へ
る
如
く
過
去
現
在
未
來
の
佛

た
ち
の
等
し
く
履
修
し
成
就
さ
れ
た
大
道
と
さ
れ
る
や

厂う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
印
度
に
於
て
は
思
想
の
過
程
を
經

て
發
展
し
た

も

の
が
、
文
那
に
は
雜
然
混
然
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
十
數
法
門
に
樹
す
る
扱
ぴ
方
が
種

女
に
沙
汰

さ
れ
る
や
う
に
な
つ



た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
、
帥
ち
天
台
大
師
は
四
教
儀
第
九

(圧
堀
塑
紮
)
天
台
八
教
大
意

飛
蠣
姻
承
)
等
に
於
て
、
此
れ

は
四
歡
中
別
歡
當
分

の
階
位
で
あ
つ
て
、
前
後
次
第
し
明
昧
淺
深
す
る
も
の
と
見
做
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
華
嚴
學

で
は
、
大
體
三
種
の
扱
ぴ
を
爲
し
て

ゐ
る
や
う
で
あ
る
、

一
に
は
信
佳
行
向
地
は
、
元
來
圓
教
の
階
位

で
は
な
い
が
、
必
す
明
昧
淺
深
次
第
し
て
成
佛

す
る
も
の
と
考

へ
て

ゐ
る
三
乘
の
機
を
誘
引
す
る
た
め
に
特
に
経
教
の
位
を
か
り
て
明
し
た
の
で
あ
る
。
二
に
は
終
歡
の
階
位
に
寄
顯

し
て

一
位
即

一
切
位
、

一
切
位
帥

一
位
の
圓
歡
の
位
を
あ
ら
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
1t1に
は
佛
自
内
證
の
展
開
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
つ
て
、
探
玄
記
に
十
地
に

二
種
を
分
ち
、

一
に
隨
相
十
地
、
二
に
就
實
十
地
と
な
し
て
ゐ
る
そ
の
就
實
十
地
と
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼

の
眞
言
の
宥
快
が
宀示

義
決
擇
集
第
七
ノ
四
に
、
初
地
鄙
極
と
云

へ
ば
二
地
以
後
を
何
の
た
め
に
設
け
た
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
に
つ
き
、

一
に
は
三
乘
誘

引

の
爲
め
、
二
に
は
佛
徳

の
展
開
、
it1に
は
果
後
の
活
動
を
示
す
た
め
と
云

へ
る
も
の
、
正
し
く
華
嚴
學
に
い
ふ
所
を
參
照
し
た
も
の

の
如
く
で
あ
る
9

こ
れ
も
古
く
か
ら
さ
う
い
ふ
や
う
な
理
解
を
持

つ
て
ゐ
た
人
が
あ
つ
た
事
は
天
台
大
師
が
四
歡
義
第
十

一
(正
藏
四
六
、

七
六
一

)

に
有
師
言
と
し
て
三
読
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

一
に
、
鈍
根
人
の
爲
、
二
は
化
物
方
便
の
爲
、
三
に
重
論
で
あ
る
と
い
ふ
三
読
を
擧
げ
て
ゐ

る

の
で
解
る
。̀
斯
く
の
如
く
因
位
の
菩
薩
道
と
解
釋
し
た
り
、
も
し
く
は
果
後
の
功
徳
、
果
徳
内
證
等
と
解
釋
し
得
る
所
以
は
、
蓋
し

上
述
の
如
く
、
十
住
等
成
立
自
體

が
佛
徳
讃
仰
の
爲
め
に
、
叉
は
佛
過
去
の
本
業
を
組
織
づ
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
考

へ
ら
れ
る
。

さ

て
か

N
る
+
數
法
門
を
何
う
い
ふ
象
徴
の
意

を
寓
し
て
組
織
し
た
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
が
、
先
づ
信
を
根
抵

と
す
る
意
遂
象
徴
す

る
た
め
、
地
上
の
普
光
法
堂
に
そ
の
読
所
を
求
め
た
と
い
ふ
解
釋
は
適
當
の
や
う
に
思
ふ
。
確
か
に
初
め
の
普
光
法
堂
の

一
會

の
申
、

信

を
讃
嘆
し
て
或
は
賢
首
品
に

「
信
爲
道
源
功
徳
母
」
と
云
ぴ
、
或
は

「
信
能
轉
勝
成
象
善
究
意
必
至
如
來
處
」

と
読
き
、
梵
行
晶
に

初
發
心
時
便
成
正
覺
と
あ
を
の
を
華
嚴
學
で
は
信
滿
成
佛
の
文
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

一
會
に
信
の
徳
を
讃
嘆
す
る
所
頗
る

多

い
の
は
明
了
で
あ
る
。
こ
の
信

の
根
柢
な
く
し
て
は

一
切
の
功
徳
は
成
就
せ
ぬ
こ
と
を
表
示
せ
ん
が
爲
め
、
先
づ
大
地
を
確
か
り
履

大
部
華
一嚴
編
纂
の
懴
冨想
に
つ
い
て

(
石
井
歡
道
)

九
七



東

洋

學

論

叢

、

九
八

み
し
め
る
た
め
、
地
上
の
普
光
法
堂
に
於
て
説
く

こ
と
に
な
つ
た
も
の
と
解
す
る
の
は
要
當
の
や
う
で
あ
る
。
.然
し
華
嚴
經
の
上
で
は
、

後

世
の
所
謂
る
十
信

の
組
織
は
出
來
て
ゐ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
そ
の
組
織
は
大
部
華
嚴
成
立
後
の
も
の
で
あ
ら
う
.
次
に
仞
利

天
、

夜
摩
天
、
兜
率
天
、
他
化
自
在
天
と
漸
衣
昇
天
す

る
に
隨
つ
て
、
次
第

の
如
く
十
佳
、
十
行
、
十
回
向
、
十
地
の
法
門
が
設
か
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
、
こ
れ
は

一
體
何
を
象
徴
し
た
も
の
か
と
い
ふ
に
、
高
峰
.氏
は

(華
嚴
思
想

史
二
六

)
佛
成
道
の
夜
に
於
け
る
内
觀
と
し
て

の
禪
定

の
上
昇
と
下
降
と
を
物
語
る
佛
傳
經
典
の
記
述

の
示
唆
を
得
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
成
道
時
の
禪
定
の

昇
降

に
よ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
な
れ
ば
、
四
禪
天
に
寄
顯
す

る
の
が
當
然
で
あ
つ
て
、
特
に
欲
界
散
地
に
の
み
寄
顯
し
て
ゐ
る
不
自
然

さ
を

敢
て
す
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
。
い
か
に
寄
顯
法
門
と
云

へ
ど
、
そ
こ
に
相
ぴ
通
す
る
自
然
さ
が
あ
る
べ
き
筈
と
思
ふ
。
華
嚴

'學

大
成
者
法
藏
は
法
と
天
と
の
關
係
を
左
の
如
く
意
義
づ
け
て
ゐ
る
。

切

利

天
-

十

住
。

明
十
佳
成
位
不
退
勝
故
居
山
頂
也
(探
玄
記
第
五
嶬

蛋

)

表
此
所
読
十
佳
不
退
窮
至
山
頂
超
過
凡
小
寄
於
妙
勝
故
也
(文
義
綱
目
驫

蒄

)

夜

摩

天
-

十

行
。

夜
摩
名
時
或
云
善
知
表
読
十
行
隨
時
進
修
勝
徳
交
飾
故
託
茲
殿
(文
義
綱
目
旺
臟
尨
瓶
)

兜

牽

天
i

十

向
。

兜
率
此
云
喜
足
表
読
廻
向
世
間
位
滿
成
喜
足
行
攝
徳
多
聞
寄

一
切
寳
殿

(
同
前
)

他

化

自

在

天
i

十

地
。

顯
處
勝
故
法
勝
者
三
重
勝

一
他
化
天
勝
簡
下
五
天
二
在
王
宮
勝
餘
天
宮
三
摩
尼
寶
殿
、
勝
餘
殿
、

又
釋
表
所
證
眞
理
非
自
作
故
寄
他
化
顯
也
。
(探
玄
記
第
九
鑼

揺

)

表
読
十
地
所
證
眞
如
非
自
所
作
叉
表
因
圓
窮
欲
界
頂

(丈
義
綱
目
輌
)

と
い
ふ
や
う
に
象
徴
の
意
を
解
し
て
ゐ
る
コ
何
れ
も
適
當
な
寓
意
開
顯
で
は
あ
る
が
、
果
し
て
そ
れ
が
大
部
華
嚴
編
者
の
意
で
あ
る
か

何

う
か
に
就
て
は
可
な
り
疑
問
も
あ
る
事
と
思
ふ
。
そ
も
ー

、
三
十
位
も
し
く
は
四
十
位
に
封
す
る
法
相
的
解
釋
、
即
ち
菩
薩
階
位



と
し
て
そ
れ
ー

規
定
づ
け
て
ゐ
る
意
義
は
、
恐
ら
く
文
那
佛
教
に
於
て
規
定
づ
け
た
も
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
然
る
所
以
は
、
印
度

佛
教
で
は
、
上
述
の
如
く
、
こ
の
階
位
論
は
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
然
り
と
せ
ば
、
初
佳
位
不
退
を
象

微
す
る
た
め
山
頂
に
於
て
読
く
と
い
ふ
事
が
意
味
を
な
さ
ぬ
事
と
な
る
。
又
、
冨佼
摩
天
は
善
時
で
あ
つ
て
、
衆
生
救
濟
が
適
時
に
行
せ

ら

る
る
か
ら
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
十
行
ま
で
行
か
ぬ
と
適
時
に
行
せ
ら
れ
ぬ
な
ら
ば
、
十
佳
の
下
に

「悉
知
一二

切
衆
生
心
↓善
能
觀
二

察
翻語
欲
性

一r
i

隨
レ
意
自
在
無
二
障
磯
↓
聞
レ読
二
妙
法
一悉
受
持
」
等
・(晩
臟
航
ノ
)
と
い
ふ
事
が
云

へ
ぬ
筈

で
あ

る
。
叉
、

十
地
を
他
化

自
在
天
で
読
く
の
は
、
眞
如
は
自
作
で
な
い
か
ら
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
眞
如
は
自
作
で
な
い
と
同
樣
に
他
作

で
も
な

い
筈

で
あ

る

等
、
可
な
り
強
辨
の
や
う
に
感
す
る
。
勿
論
譬
喩

一
分
と
い
ふ
の
が
法
相
上
の
き
ま
り

で
あ

る
か

ら
、

不
似
合

な
點
を
あ
げ
て
難
す

る

こ
と
は
寧
ろ
譬
意
を
解
せ
ぬ
も
の
と
云

へ
ぬ
で
も
な
い
が
、
上
記
の
如
く

吋
分
も
似
ぬ
點
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
、
然
ら
ば
十
法

門

配
天
の
意
圖
は
何
處

に
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
就

て
吾

人
は
二
種

の
理
由
に
依

つ
て
其
意

を
理
解
し
た
い
の
で

あ

る
。

一
に
は
編
者
が
大
部
華
嚴
編
tillè
に
當
つ
て
取
材
し
た
そ
の
材
料
の
示
疫

に
依
る
も
の
と
老

へ
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
如
く
、

大
部
華
嚴
編
纂

の
原
型
は
、
恐
ら
く
菩
薩
本
業
經

で
あ
ら
う
と
思
う
。
そ
し
て
叉
、
佛
徳
の
廣
大
さ
を
あ
ら
は
し
、
佛
徳
の
偉
大
さ
を

稱
讃
す
る
た
め
に
生
じ
た
本
生
譚
の
範
疇
化
し
た
十
數
法
門
を
大
華
嚴
編
者
が
使
用
し
た
事
も
己
に
逋
べ
た
.
そ

の
二
つ
の
考
を
以
て

作
者
取
材
を
求
め
る
に
、
恐
ら
く
菩
薩
本
業
經

の
十
地
法
門
に
着
目
し
た
と
い
ふ
事
が
當
然
考

へ
ら
れ
る
事
で
あ

る
。
而
し
て
そ
の
十

地
法
門
は
切
利
天
で
読
か
れ
た
事
に
な

つ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
本
業
經
に
十
地
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
部
經
典
の
十
住
で
あ
る
こ
と
を
銘

記

し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
.
さ
て
そ
の
十
地
法
門
を
何
故
に
切
利
天
で
読
い
た
か
に
つ
い
て
法
藏

の
諡
は
上
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
或

は
亦
、
華
嚴
大
經
の
偉
觀
を
呈
す
る
中
央
高
臺
に
し
て
善
美
を
盡
し
た
世
界
第

一
の
殿
堂
で
読
く
の
が
適
當
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

(漱
潮

大
部
華
一厳
編
簒
{の
構
想
に
つ
い
て

(
石
井
{教
道
)

弘
九



東

洋

學

論

叢

一
〇
〇

蠍
蝦
馳
娩
黼
縱
動
鵬
蝴
爬
大
)
と
い
ふ
巧
み
な
寓
意
開
顯
読
が
あ
る
。
然
し
こ
の
十
地
晶
は
元
來
別
行
し
て
ゐ
た
も
の
を
菩
薩
本
業
經
作
者
が
編

纂
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
事
は
、

こ
の
經
の
初
め
の
名
號
品
に
當
る
所
に
は
摩
訶
提
國
で
の
読
經
で
あ
り
、
淨

行
品
に
は
読
所
は
読

か

れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
十
地
晶
に
至
つ
て
仞
利
天
読
法
の
形
式

に
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
僅
か
な

一
經
が
二
處

で
読
か
れ
て
ゐ
る
と
い

ふ
の
は
、
こ
れ
即
ち
別
行
名
號
品
と
淨
行
品
と
十
地
品
と
を
編
纂
し
た
爲
め
と
思
ふ
。
も
し
然
れ
ば
華
嚴
大
經
の
偉

觀

と

い
ふ

こ
と

が
、
獨
立
十
佳
經
典
に
つ
い
て
云

へ
る
か
何
う
か
疑
問
が
あ
る
。
そ
し
て
叉
、
切
利
天
読
法
は
十
佳
經

の
み
で
は
な

い
。
彼

の
摩
耶
經

等

少
か
ら
す
他
に
あ
る
か
ら
、
華
嚴
大
經
の
偉
觀

の
み
を
象
徴
す
る
事
に
は
な
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
そ
れ

は
さ
て
を
い
て
次
に

作
者
取
材
上
著
目
し
た
の
は
、
龍
樹
を
初
め
印
度
大
乘
論
師
の
等
し
く
珍
重
に
と
り
扱

つ
た
大
乘
歡
の
誇
り
と
す

る
十
地
法
門
で
あ
つ

た

こ
と
は
容
易
に
老

へ
得
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
十
地
法
門
は
他
化
自
在
天
に
於
け
る
読
法
と
な
つ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
有
力
な

材
料
と
し
て
の
十
佳
と
十
地
の
読
所
が
定
め
ら
れ
た
か
ら
、
其
中
間

の
夜
摩
、
兜
率

に
十
數
法
門
を
案
じ
て
配
釋

し
た
の
が
十
行
、
十

回
向
で
あ
る
、
然

る
に
ご
玉
に
問
題
の
あ
る
の
は
、
兜
率
天
と
他
化
自
在
天
と
の
間
に
化
樂
天
が
あ
る
の
に
、
何

故
に
そ
れ
を
省

い
た

か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
就

て
二
読
あ
る
。
、
一
は
本
無
觀
で
あ
る
。
印
ち
化
樂
天
に
は
故
意
に
法
門
を
配
當

し
な
か
つ
た
と
い
ふ

読

で
あ
る
。
こ
れ
は
從
來
華
嚴
學
の
通
読
で
あ
つ
て
、
文
一義
綱
目

(正
藏
1t1五

ノ
四
九
六
)
に

兜
率
位
當
廻
向
世
間
修
相
己
絡
他
化
行
有
十
階
出
世
眞
如
今
證
銑
世
間
出
世
間
爲
異
漏
與
無
漏
有
殊
假
修
眞
證
絶
懸
故
表
超
於
化
樂

と
云
ひ
、
澄
觀
も
華
・嚴
大
疏
第
ご
ス
堀
蠣
崑
班
)
に

不
處
化
樂
者
表
凡
聖
隔
絶
故

と

云
へ
る
皆
同
意
で
あ
る
し
、
李
通
玄
の
華
嚴
合
論
卷
五

蠡
臟
佛
五
)
も
同
じ
い
。
こ
れ
も
支
那
佛
敏
學
に
於
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
思

は

る
乂
地
前
地
上
の
漏
無
漏
分
別
.
眞
如
觀
に
於
け
る
比
證
の
相
異
等
に
依

る
理
由
が
、
果
し
て
大
部
華
嚴
編
者

の
意
に
合
す
る
か
何



う
か
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
。
上
に
も
述
べ
た
如
く
最
下
位
と
價
値
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
十
佳
は
、
そ
れ
自
身
本
來
獨

立
し
た
も
の
で
あ
つ

て
、
最
後
に
灌
頂
位
ま
で
行
く
の
で
あ
る
β
恐
ら
く
灌
頂
位
は
無
漏
證
實
の
位
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
そ
れ
が
四
十
位
の
最
下

位

の

一
單
位
と
見
徹
さ
れ
る
に
至
り
、
漸
く
十
地

へ
の
過
程
と
し
て
内
容
も
規
定
づ
け
ら
る
玉
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
昇
天

の
次
第
に
配
し
て
ゐ
る
か
ら
、
編
者
に
も
前
後
明
昧
漸
進
の
意
が
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
が
、
少
く
と
も
漏
無
漏
比
證
の
相

異
等

の
意
は
明
了
で
な
い
。
恐
ら
く
佛
徳
讃
仰

の

一
と
し
て
列
ね
た
も
の
と

い
ふ
の
が
編
者

の
意
に
契
ふ
の
で
な

い
か
と
思

ふ
。
二
に

は
脱
落
読
で
あ
る
。
從
來

こ
の
読
を
爲
し
た
も
の
を
聞
か
な
い
が
、
私
に
案
す
る
に
、
三
ツ
の
理
由
に
依

つ
て
敢

て
こ
の
読
を
爲
す
も

の
で
あ
る
。

一
に
梵
網
經
の
指
示
に
依
る
が
故
に
。
帥
ち
梵
網
經
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
下

(癌
臟
㏄
調
ノ
)
に
左

の
如
く
十
法
法
門
を
配
天

し

て
ゐ
る
。

帝

釋

宮

+

佳

炎

天

十

行

第

四

天

+

回

向

化

樂

天

+

禪

定

他

化

自

在

天

+

地

初

禪

+

金

剛

二

禪

+

忍

三

禪

+

願

四

群

盧
舍
那
佛
所
読
心
地
法
門

大
部
華
・嚴
編
纂
の
纖
冨想
に
つ
い
て
(
石
井
{教
道
)

一
〇

一



東

洋

學
・論

叢

一
〇
二

か
く
梵
網
經
に
依
る
と
、
化
樂
天
に
於
て
十
禪
定
の
法
門
が
読
か
れ
た
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
尤
も
梵
網
經
そ
れ
自
身
の
成
立
に
つ
い
て

は
疑
議
の
あ
る
經
典
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
寧
ろ
望
月
博
士

(淨
土
敬
の
起
源

及
發
逹
一
五
五
)
が
詳
細

に
考
證
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、

支
那
撰
述
と
見
る
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
が
、
然
し
杢
部
が
創
作
と
い
ふ
も
の
で
な
く
、
諸
種
經
典
を
點
綴
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
何
等
典
據
な
く
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思

ふ
。
そ
の
意
味
か
ら
云
ふ
と
、
何
か
他
に
化
樂
天
に
於
て
禪
定
法
門
を
読

い
た
と
い
ふ
經
典
が
あ
つ
た
と
想

豫

さ
れ
る
。
か
り
に
さ
う
い
ふ
も
の
は
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
梵
網
經
編
春
は
、
化
樂
天
に
禪
定
を
配

し
た
事
は
明
了
で
あ

る
。
さ
れ
ば
梵
網
經
を
以
て
華
嚴
經
の
法
門
配
天
を
見
る
と
き
、
化
樂
天
読
法
を
脱
落
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
に
現

流
大
部
華
嚴

の
十
地
法
門
読
述
形
式
不
調
の
故
に
。
凡
そ
十
佳
、
十
行
、
十
向
の
三
品
の
読
か
れ
て
ゐ
る
各
品
の
次
第
形
式
を
見
る
に
、

そ

れ
は
恐
ら
く
大
部
嚴
編
者

の
創
意
に
依
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

先
づ
昇
天
品
、

次
に
菩
薩
雲
集
諡
偈
品
、

後
に
十

佳

、
十
行
、
十
向
と
い
ふ
形
式

に
調
整
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
十
回
向
品
か
ら
十
地
晶
に
移
行
す
る
形
式
を
見
る
に
、
全
然
そ
の
形
式

は
な
く
、
十
回
向
品
を
終

る
と
す
ぐ
次
に
他
化
自
在
天
の
十
地
法
門
が
読
か
れ
て
ゐ
る
。
前
品
の
形
式
か
ら
云

へ
ば
、
十
回
向
品

の
衣

に
昇
他
化
自
在
天
品
、
菩
薩
雲
集
読
偈
品
が
あ
つ
て
後
に
十
地
品
が
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
二
品
を
缺
く
の
は
恐
ら
く
睨

落

し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
か
玉
る
明
了
な
睨
落
を
以
て
推
定
す
る
に
、
そ
の
脱
落
ば
か
り
で
な
く
、
恐
ら
く
化
樂
天
説
法
の
十
禪

定
品

(
梵
網
經
に
依
る
と
)
1

が
睨
落
し
て
ゐ
る
と
推
定
す
る
事
も
強
ち
無
理
で
な
い
と
思
ふ
。
三
に
名
號
品

の
組
織
次
第
に
依
る

が
故
に
。
大
經
編
者
が
、
十
佳
等
の
十
數
法
門
を
何
處
か
ら
と
つ
て
來
た
か
と
い
ふ
に
、

い
ふ
ま
で
も
な
く
兜
沙
經
等
に
依

つ
た
こ
と

は
明
了
で
あ
る
。
然
る
に
大
經
編
纂
の
時
に
は
其
順
序
が
變
更
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
も
そ
の
變
更
次
第
に
依

つ
て
十
佳
品
等
が
編
纂
さ
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
に
述
べ
た
表
に
依
つ
て
明
了
な
如
く
、
兜
沙
經
や
本
業
經
の
次
第

と
異
る
佳
、
行
、
向
、
地
の
次
第
は
、

大
經
編
者
の
改
變
で
あ
る
事
が
解
る
し
、
因
に
十
信
は
名
號
品
に
無
い
所
を
以
て
見
る
に
大
經
編
纂
後
の
階
位
名

で
あ
る
こ
と
も
解
る



と
思

ふ
。
爾
叉
、
十
法
門
は
兜
沙
經
等
の
如
き
は
十
法
門
を
更
に
十
箇
數

へ
る
に
封
し
、
六
十
經
、
八
十
經
に
於

い
て
は
九
箇
と
な
し
、

其
衣
に
六
十
經
で
は

「
不
斷
如
來
性
i

佛
光
、
佛
智
、
佛
無
上
功
徳

一
切
具
足
云
云
」
と
あ
る
が
、

八
十
經
で
は

「
及
読
如
來
地
、

如
來
境
界
-

如
來
智
慧
、
如
來
嚴
勝
云
云
」
と
あ
つ
て
、
恰
も
前
九
法
と
如
來
地
と
合
せ
て
十
法
と
し
、
前
九

を
菩
薩
地
、
第
十
畚

如
來
地
と
い
ふ
組
織
の
仕
方
を
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
、
こ
の
名
號
品
の
十
法
次
第
.と
大
部
華

嚴

の
組
織
と
は
全
く

一
致
す
る
の
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
編
者
は
先
づ
名
號
品

の
衣
第
を
整
理
し
、
そ
れ
に
本
つ
い
て
大
部
華
嚴

の
組
織

を
企
て
た
も
の
と
老

へ
ら
れ
る
。
こ
の
兩
者
は
離
る
べ
か
ら
ざ
る
關
蓮
を
持

つ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
了
で
.あ
る
。
さ

て
そ
の
結
論
を
以
て

名
號
品
の
十
法
門
を
見
る
に
、
十
佳
、
十
行
、
十
回
向
、
十
藏
、
十
地
と
次
第
し
、
十
回
向
と
十
地
と
の
間
に
十
藏
を
數

へ
て
ゐ
る
。

然
れ
ば
大
部
華
經

の
組
織
中
に
も
十
藏
の

一
品
が
あ
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
化
樂
天
読
法
の
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
と
斷

定
し
得

る
と
思
ふ
コ
た
と

へ
編
纂
し
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
編
者
が
名
號
品
の
十
法
門
の
衣
第
を
兜
沙
經
等
と
異
に
し
て
列

次
し
た
場
合
、
十
藏
品
を
思
想
し
て
ゐ
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
事
と
思

ふ
。
素
よ
り
大
部
華
嚴
は
立
派
な
組
織
を
持
つ
も
の
で
は
あ

る
が
、
亦
睨
落
の
あ
る
事
は
古
來
屡

々
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
事

で
あ
つ
て
、
六
+
經
の
如
き
、
入
法
界
品
中
、
麼
耶
夫
人
の
下
と
彌
勒

の

下

に
睨
落
あ
つ
て
、
日
照
三
藏
に
依

つ
て
補
足
さ
れ
た
こ
と
を
探
玄
記
第
二
〇

(正
藏
三
五

ノ
四
八
四
)
が
傳

へ
て
ゐ
る
し
、
亦
、
八
十
經
に
し
て
も

文

殊
按
善
財
頂
の
文
を
脱
し
て
ゐ
た
の
を
後
か
ら
補
ふ
た
と
清
凉
大
疏
卷
三

(正
藏
三
五

ノ
五
二
四
)
に
傳

へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
特
に
八
十
經
に
編

入

さ
れ
て
ゐ
る
+
定
の

一
品
は
六
+
經

に
は
歓
け
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
西
晋
竺
法
護
に
依

つ
て
等
目
菩
薩
所
問
三
昧
經
と
し
て
譯
さ
れ
、

別
行
流
布
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
六
十
經
に
も
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
無
い
の
は
恐
ら
く
脱
落
の

一
か
と
考

へ
ら
れ
る
な
ど
、
睨

落

の
例
も
少
く
な
い
か
ら
、
今

こ
の
化
樂
天
の

一
品
も
そ
の

一
と
考

へ
る
事
が
強
ち
無
理
で
な
い
と
思

ふ
。
但
し
梵
網
の
十
禪
定
と
云

ぴ
、
名
號
品
の
十
藏
と
云

へ
る
も
の
が
、
現
存
の
十
定
品
.
も
し
く
は
十
藏
品
に
相
當
す
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
現
存
の
十
定
品
は

大
部
華
∴厳
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て
(
石
井
歡
道
)

一
〇
三



東

洋

學
.論

叢

一
〇
四

摩
訶
陀
國
所
読

の
法
門
と
な
つ
て
ゐ
る
し
、
十
藏
品
は
十
行
品
の
續
き
で
あ
る
.
故
に
そ
れ
と
は
別
な
名
號
品
指
示
の
十
藏
品
も
し
く

は
十
定
品
が
あ
つ
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
因
み
て
述
べ
て
置
く
べ
き
こ
と
は
、
何
故
に
欲
界
の
諸
天
に
の
み
法
門
を
配
し
て
色
界
等
に
配
釋
し
な
か

つ
た
か
と
い

ふ
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
地
品
に
就
て
の
事

で
は
あ
る
が
、
天
親
は
十
地
經
論
第

一
(正
藏
二
六

ノ
1
11四
)
に
左
の
如
く
意
義

づ
け
て
ゐ
る
。

何
故
不
読
色
界
此
處
感
果
故

と
云
ぴ
、
法
藏
は
探
玄
記
第
九

(埖
蝋
怩
旭
)
に
之
を
布
演
し
て

謂
感
是
能
感
機
也
果
是
如
來
赴
根
酬
欲
之
相
也
叉
釋
表
所
證
眞
理
非
自
作
故
寄
他
化
顯
也
上
二
界
是
難
地
非
修
行
身
故
不
在
彼
修
行

之
身
要
此
欲
界
他
化
最
極
寄
顯
法
勝
故
在
此
也
叉
第
七
地
攝
報
果
位
在
此
天
王
寄
顯
十
地
攝
法
寛
故
4
f

叉
此
天
寶
殿
準
密
嚴
經
此

他
化
天
摩
尼
寶
是
十
地
菩
薩
常
所
遊
履
叉
準
大
乘
同
性
經
此
處
有
報
佛
淨
土
叉
準
上
兜
牽
莊
嚴
此
殿
亦
更
過
彼
故
i

此
天
處
有
五

義

一
凡
處
二
七
地
菩
薩
處
三
十
地
菩
薩
處
四
佛
處
五
圓
通
具
前
諸
處
無
障
礙
故

と
種

女
理
由
を
つ
け
て
ゐ
る
.
澄
觀
も
華
嚴
大
疏
第
三

一
(正
藏
三
五

ノ
七
三
七
)
に
論
文
を
釋
し
て

機
感
在
此
故
叉
色
界
爲
長
壽
天
難
不
能
感
果
能
感
勝
果
必
是
欲
界
之
身
故
-

十
地
菩
薩
所
遊
履
-

有
報
佛
淨
土
故
於
此
處
読
-

と
同

一
意
義
を
述
べ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
左
う
い
う
意
を
寓
し
て
十
地
法
門
を
他
化
自
在
天
で
読
き
、
叉
、
欲
界
の
天
部

で
読
く
事
に
な

つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
ト

ニ
カ
ク
十
地
法
門
は
他
化
自
在
天
、
十
佳
法
門
は
切
利
天
と
い
ふ
古
經
典
を
基
礎
と
し

て
大
部
華
嚴
編
者
は

中
問
の
諸
天
に
十
法
門
を
配
當
し
て
組
織
す
る
や
う
に
な
つ
た
も
の
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

二
、
佛
歉
的
天
部
觀
}に
依
る
。

大
部
華
嚴
編
者
が
、
各
品

の
読
所
を
天
部
に
注
意
し
、
昇
天
の
形
式
を
應
用
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
單
な
る
偶
然

の
思
ひ
つ
き
で
は



な
く
、
民
間
信
仰

の
封
象
と
な
つ
て
ゐ
た
天
部
、
そ
れ
も
佛
教
的
天
部
觀
の
先
行
思
想
が
か
な
り
強
く
動
い
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
注
意
を
拂
つ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
に
つ
い
て
先
づ
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
釋
尊
が
民
間
信
仰

の
樹
象
と
な
つ
て
ゐ

た
天
部
諸
紳
を
認
め
ら
れ
た
か
何
う
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
古
經
曲
ハの

一
で
あ
る
後
漢
安
世
高
譯
の
轉
法
輪
經

(
正
臓
二
、

五
〇
三

)

衆
茄
法
輪
聲
三
轉
諸
天
世
間
在
法
地
者
莫
不
遮
聞
至
干
第

一
回
天
王
切
利
天
稻
天
兜
術
天
不
驕
樂
天
化
應
聲
天
至
諸
梵
界
須
臾
遍
聞

と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
釋
奪
も
あ
る
程
度
に
天
部
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
し
廣
く
諸
經
を
見

る
と
、
赤
沼
智
善
歡

授

(佛
敏
經
典
史

論
一
四
四

)
の
い
ふ
や
う
に
、
佛
歡
の
諸
天
觀
に
五
型
あ
り
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
e
そ
れ
を
更
に
要
約
す
る
と
二
種

に
分
ち
縟
る
や
う
で

あ

る
。

一
ば
佛
歡
の
思
想
に
反
す
る
天
部
思
想
の
否
定
的
態
度
で
あ
る
。
即
ち
長
阿
含
第
十
四
梵
動
品

(正
藏
一

ノ
九
〇
)
に

造
物
主

と
し
て
の

大
梵
天
思
想
を
六
十
二
見
の

一
と
し
て
排
斥
し
て
ゐ
る
如
き
そ
の

一
例
で
あ
る
℃
二
は
天
部
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
て
佛
教
的
價
値
觀

を
與

へ
、
以
て
佛
歡

へ
導
入
す
る
方
便
と
し
て
ゐ
る
態
度

で
あ
る
。

こ
の
點
ば
順
世
外
道
や
六
師
外
道
等
の
純
反
天
思
想
と
異
る
汎
紳

思
想
の
佛
教
の
特
色
と
す
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
天
部
利
用

の
早
い
も
の
の

一
に
帝
釋
天
が
あ
る
。
恐
ら
く
民
間
信
仰

の
上
に
大
き
な

力
を
持
つ
て
ゐ
た
爲
で
な
い
か
と
思
ふ
。
阿
育
王
以
前
の
編
纂
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
宋
法
賢
譯
の
帝
釋
所
問
經
經

如
き
、
切
利
天
司
配

者

帝
釋
が
佛
教
に
歸
依
し
た
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。

阿
育
王
朝
の
作
と
考

へ
ら
れ
}-'
ゐ
r(a
b
h
arh
�
t
や

ωき
6
三

に
も
浮
彫
さ
れ
て
ゐ

る
。
西
晋
竺
法
護
譯
と
傳

へ
る

「
佛
昇
切
利
天
爲
母
読
法
經
」

三
卷

食
礪
畑
枕
)
曇
景
譯
出
の
摩
訶
摩
耶
經

(噸
臟
レ
矼
、
)
等

に
は
、

釋
尊

が
切
利
天
に
生
れ
て
母
の
爲
に
読
法
述
れ
た
事
を
述
べ
て
ゐ
る
し
、

そ
の
事
も

U
h
arh
�
t
や

ωき
。
三

に
淨

彫

さ
れ
て
ゐ
る
の
み
な

ら
す
、
大
毘
婆
沙
時
代
に
は
、

一
般
佛
た
る
も
の
乂
母
に
樹
す
る
常
規

と
ま
で
考

へ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
同

論
第

一
八
三
翁
襯
既

)
に

一
切
如
來
昇
三
十
三
天
爲
慈
母
読
法

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て

(
石
井
歡
道
)

一
〇
五
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δ

六

と

云

へ
る
其
義

で
あ
る
ρ
龍
樹

の
大
智
度
論
第
三
十
二
(証
臟
二
五
、
)
に
は
三
十
三
天
品
經
を
引

い
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
因
に
帝
釋
天
に
佛

教

の
衣
を
被

ぜ
た
の
が
法
華
經
普
門
晶

の
觀
音
の
三
十
三
身
化
現
説
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
觀
音
の
み
な
ら
す
長
阿
含
第
五
閣
尼
沙

經
第
四
(鷹
墾
し

に

時
梵
童
子
帥
自
變
化
形
爲
二
三
十
三
身

一與
三
二
十
三
天
二

一
同
坐

と
あ
る
如
く
梵
童
子
も
三
十
三
身
を
化
現
す
る
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
か
や
う
に
切
利
天
が
佛
教
に
探
用
さ
れ
た
場
面
の
頗
る
多
い
の
は
、

帝

釋
天
の
民
間
信
仰
が
有
力
で
あ
る
の
に
比
例
す
る
も
の
と
老

へ
ら
れ
る
。
道
行
般
若
第
六
怛
竭
優
婆
夷
品
に
は
、
我
が
國
入
の
願
ふ

食

、
切
利
天
の
如
く
な
ら
し
め
ん
と
読
き
、
阿
閥
佛
國
經
に
は
、
其
佛
國
の
人
民
の
念
す
る
所
に
隨

ふ
て
食
を
得

る
こ
と
籾
利
天
の
如

く
あ
ら
し
め
ん
と
云
ぴ
、
大
阿
彌
陀
經
卷
下
に
も
、
阿
彌
陀
佛
國
の
界
邊
に
自
然
の
七
寶
城
あ
り
、
飮
食
を
得
ん
と
欲
せ
ば
意
に
應
じ

て
皆
至
り
、
其
城
中
の
快
樂
は
譬

へ
ば
第
二
仞
利
天
上
の
自
然
の
物
の
如
し
等

と
云

へ
る
も
の
、
民
間
信
仰
の
理
想
と
さ
れ
て
ゐ
た
仞

利
天
の
外
樂
を
餌
と
し
て
佛
の
正
道
に
入
ら
し
め
ん
と
し
た
た
め
か
と
思
は
れ
る
。
十
佳
品
が
仞
利
天
で
設
か
れ
た
と
い
ふ
の
も
、
帝

釋
天
の
佛
教
信
仰
を
物
語
ら
ん
と
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
仞
利
天
の
み
で
な
く
、
長
阿
含
第
五
閣
尼
沙
經

(
錵
蹣
一、
)
に

一
心
念
・佛
而
然
鋒

蘿

爲
ご
毘
沙
門
天
手

作
・
轟

於
・佛
所
漂

蓚

梵
昼

於
昆

命
終
生
・仞
利
天
癖

有
星

二
他
化
自
在
蓉

者
上
有
下
生
二
化
自
在
兜
傘
天
燔
天
切
利
天
四
天
王
一者
上
云
扇

と
あ
り
、
叉
、
華
嚴
經
十
地
晶
に
は
各
地
の
花
報
と
し
て
左
の
如
く
配
天
し
て
ゐ
る
。

初
地
多
作
閻
浮
提
王
、
二
地
轉
輪
王
、
三
地
釋
提
桓
因
、
四
地
須
夜
摩
天
王
、
五
地
兜
牽
天
王
、
六
地
化
自
在

天
王
、
七
地
他
化
自

在
天
王
、
八
地
大
梵
天
王
、
九
地
大
梵
王
、
十
地
摩
醯
首
羅
天
王

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
經
が
切
利
天
を
初
め
と
し
て
諸
天
の
勸
請
を
う
け
、
順
次
昇
天
読
法
の
形
式
を
と

つ
て
ゐ
る
の
と
、
入



法
界
品
と
の
構
想
に
關
蓮
し
て
想
起
せ
し
む
る
も
の
は
正
法
念
處
經
七
十
卷
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
部
の
み
な
ら
す

、

一
比
兵
が
六
道
を

遍

歴
し
有
く
觀
想
を
詳
記
し
た
六
道
歴
程
の
物
語
り
で
あ
る
。

こ
の
經
は
元
魏
興
和
元

(墾

一ゆ
)
に
瞿
曇
般
若
流

支

の
譯
し
た
も
の
で

あ

る
が
、
佛
滅
後
六
百
年
出
世
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
馬
鳴
菩
薩
集
「
十
不
善
業
道
經
」
°(圧
瞞
を
椀
)
に

「如
正
法
念
處
經
及
餘
經
」
と
あ
る

の
に
依
る
と
、
可
な
り
古
い
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
然
し
西
晋
の
法
立
、
法
炬
譯
出
の
.大
樓
炭
經
よ
り
も
こ
の
經

の
六
道
の
敍
述
が

整
理
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
造
論
皮
か
ら
見
て
も
、
大
論
、
成
實
論
等
に
も
引
用
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
下
つ
て
宋
法
護
譯
出
の
大
乘
寶
要
義
論

第
四
、
同
菩
薩
學
集
論
第

一
等
に
至
つ
て
初
め
て
其
名
を
見
る
の
み
で
あ
り
'
叉
譯
出
年
代
も
六
世
紀
が
あ
る
か
ら
、
佛
滅
六
百
年
出

世

の
馬
鳴

の
書
に
引
く
と
い
ふ
の
は
疑
は
れ

る
。
寧
ろ
業
道
經
が
薪
ら
し
い
事
を
反
證
す
る

一
材
料

で
な
い
か
と
も
老

へ
ら
れ
る
。
も

し
正
法
處
經

の
譯
出
年
代

(數
知
)
を
標
準
と
し
て
老

へ
る
と
、
華
嚴
大
經

愈
研
」
)
と
同
雰
圍
氣

の
時
代
に
成
立
し
た
も

の
と
考

へ
ら

れ

る
。
も
し
然
れ
ば
、
兩
者
の
直
接
關
係
は
な
い
と
し
て
も
、
天
部
と
佛
教
と
の
關
係
が
可
な
り
深
～
結
び
つ
い
て
ゐ
た
詩
代
に
生
れ

た

一
表
現
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
華
嚴
經

に
地
上
、
昇
天
読
法
の
形
式
を
採
つ
た
の
は
、
地
上
の

一
切
が
佛
に
開
眼
さ
れ
て
歸

依
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
民
間
信
仰
の
的
と
な
つ
て
ゐ
た
天
部
の
司
配
者
、
特
に
帝
釋
天
、°
及
び
他
化
自
在
天
に
は
魔
王
が
ゐ
る
と
信

じ
ら
れ
て
ゐ
る
そ
の
恐
ろ
し
い
魔
王
ま
で
が
佛
を
勸
請
し
て
法
を
聞
く
と
い
ふ
事
に
依
つ
て
、
い
よ
ー

佛
の
偉

大
さ
を
あ
ら
は
さ
ん

と
し
た
も

の
で
あ
る
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
外
、
順
次
昇
天
の
形
式
を
採
つ
た

の
は
、
菩
薩
道
の
進
展
を
示
す
た
め
と
考

へ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
後
世
菩
薩
階
位
編
者
の
見
方

か
ら
は
、

こ
の
意
に
解
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

か
や
う
に
昇
天
法
門
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
菩
薩
道
と
し
て
の
明
し
方
は
法
相
的
形
式
的
読
明
で
あ
つ
て
、
華
嚴
學
に

そ
れ
等
を
概
し
て

「
解
」
の
分
齊
と
い
ふ
て
ゐ
る
が
、
さ
う
い
ふ
意
味
の
解
な
れ
ば
適
當
な
解
釋
と
思
ふ
。
家
に
そ
の
行
の
具
體
相
を

大
部
華
嚴
編
纂
の
構
想
に
つ
い
て
(
石
井
教
道
)

一
〇
七
・
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八

説

い
た
の
が
雜
世
間
品
で
あ
る
。
そ
し
て
實
行
は
地
上
に
確
か
り
と
履
み
し
め
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
家
に
二
千
の
行
法
を

普

光
法
堂
で
諡

い
た
離
世
間
品
を
編
入
し
た
も
の
x
如
く
で
あ
る
。

C
、
第

三

部

經

典

上
來
二
部
經
典
に
依

つ
て
、
佛
と
は
如
何
、
佛
と
な
る
の
に
何
う
い
ふ
功
徳
を
積
ん
だ
か
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
の
道
筋
を
範
疇
化
し

た

法
相
に
依
り
、
巧
み
な
象
徴
に
依

つ
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、

こ
れ
で
華
・嚴
經
の
説
き
顯
は
さ
ん
と
す
る
目
的
は
達
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
今
こ
の
第
三
部
經
典
と
し
て
入
法
界
品
が
編
入
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
上
二
部
經
典
に
於
て
範
疇
化
さ
れ
た
法
門
を
、

具
體
的
人
格
的
に
具
現
せ
ん
が
爲
め
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
華
嚴
學
に
於
て
依
人
入
證
成
徳
分
と
分

科

し
て
ゐ
る
の
が
成

る
程
と
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
さ
き
に
も
云
ふ
た
や
う
に
、
入
法
界
品
に
至
ら
ぬ
と
證

の
位

に
入
ら
ぬ
や

う
に
見
る
の
は
何
う
か
と
思
ふ
。

さ
て
こ
の
第
三
部
經
典
は
古
來
か
ら
云
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
二
會
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。

一
を
本
會
と
云
ぴ
、
叉
果
法
果
と
も
所
入
法

界

と
も
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
最
初

の
部
分
で
あ
る
。
即
ち
佛
が
逝
多
林
に
文
殊
普
賢
を
上
首
と
す
る
五
百
の
大
菩
薩
衆
と
倶
に
居
ら

れ
た
と
き
、
諸

の
菩
薩
聲
聞
天
人
等
が
、

一
切
天
入

の
窺
及
し
得
な
い
佛
と
い
ふ
も
の

乂
内
容
を

「唯
願
世
奪
大
悲
慈
愍
具
足
顯
現
」

と
念
願
し
た
の
で
あ
つ
て
、

こ
玉
に
も
本
經
読
述
の
意
が
述
べ
て
あ
る
。
そ
の
と
き
佛
は
獅
子
奮
迅
三
昧
に
入
り
玉
ふ
や
、
佛
界
が
あ

リ
ノ
丶

と
現
成
し
、
十
方
の
佛
世
界
か
ら
無
數
の
菩
薩
が
雲
集
し
て
佛
國
を
莊
嚴
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
尊

い
佛
世
界
は
、
菩
薩

に
は

完

全
に
昧
ぴ
う
る
價
値
界
で
あ
つ
た
が
、
同
會
坐
に
蓮
つ
た
聲
聞
は
「
皆
悉
不
見
不
聞
不
入
不
知
不
覺
不
念
不
能
遍
觀
」
の
歌
態

で
あ
つ

た
。
そ
れ
は

「
本
不
修
習
能
見
如
來
自
在
善
根
亦
不
修
習
淨
佛
土
行
乃
至
不
得
普
賢
清
淨
智
眼
是
諸
功
徳
不
與
聲

聞
辟
支
佛
共
」

を
も

つ
て
の
故
で
あ
る
と
読
か
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
來
集
せ
る
菩
薩
の
中
か
ら
代
表
者
が
現
は
れ
て
廣
博
嚴
淨

の
佛
世
界
佛
徳
等
を
偈
讃
す



る
の
で
あ
る
。
最
後
に
普
賢
が
現
は
れ
て
獅
子
奮
迅
三
昧
を
諡
く
の
で
あ
る
。
佛
は

一
切
の
菩
薩
を
し
て
師
子
奮
迅
三
昧
に
安
住
せ
し

あ
ん
が
た
め
眉
間
よ
り
放
光
し
玉
ふ
事
に
依
つ
て
、

一
切
の
菩
薩
は
二
利
行
願
を
滿
足
せ
し
め
ら
れ
た
所
ま
で
が
帥
ち
本
會
と
云
は
れ

て

ゐ
る
。
こ
れ
は
恰
も
第

一
部
經
典

の
世
間
淨
眼
品
、
盧
舍
那
品
に
相
當
す
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
も

「
佛
」
を
読
く
の
が
華
嚴
經

、

の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
兜
沙
經
等
に
諸

の
菩
薩
が
念
願
し
た
の
と
同

一
明
し
方
で
あ
る
。
唯
、
第

一
部

と
異

る
點
は
、
第
三
部
の
本
會
に
聲
聞
を
到
座
せ
し
め
て
如
聾
如
唖
た
ら
し
め
、
二
乘

の
窺
知
し
得
な
い
大
乘
菩

薩
の
世
界
で
あ
る
事

を
其
體
的
に
読
明
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。

衣
に
末
會
と
は
、本
會
の
佛

の
過
去
の
本
業
を
物
語
る
も
の
で
あ
つ
て
、第
二
部
經
典
が
第
二

部
經
典
の
佛

の
功
徳
を
範
疇
化
し
た
法

相

に
依
っ
て
読
附
し
た
の
に
封
し
て
こ
れ
は
、
本
會
の
佛

の
過
去
の
本
業
を
人
格
的
具
體
的
に
設
を
あ
ら
は
さ
ん

と
し
た
も
の
と
云
ふ

丁べ
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
は
前
會
に
樹
し
て
能
入
法
界
、
因
法
界
と
も
云
は
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
本
會
が
絡
る
と
文
殊
は
多
く
の
侍

者

と
倶
に
佛
所
に
詣

で
て
御
禮
を
申
上
げ
て
南
方
に
行
く
の
で
あ
る
。
如
聾
如
唖
の
舍
利
弗
は
六
千
の
比
丘
を
率

い
て
文
殊
の
後
を
追

ひ
、
親
し
く
文
殊
か
ら
教

へ
を
う
け
て
大
乘
眼
を
開
か
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
て
文
殊
は
覺
城
の
東
、
過
去
諸
佛
の
遊
止
し
玉

ふ
た
大
塔
廟
處
に
佳
し
、
廣
く
大
衆
を
教
化
さ
れ
た
中
に
、
求
道
の
熱
烈
な
善
財
童
子
を
見
出
し
、
求
道
の
心
得
を
さ
と
し
て
南
方
可

樂
國
の
功
徳
雲
比
丘
の
處
を
訪

へ
と
歡

へ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
さ
き
の
善
知
識
は
衣

の
善
知
識

へ
と
紹
介
さ
れ
て
遍
歴
し
た
國
が

一
百

一
十
城
、
歡

へ
を
う
け
た
善
知
識
は
五
十
五
人
、
最
後
に
再
び
文
殊
に
案
内
さ
れ
て
普
賢
に
面
謁
し
、
い
つ
の
間
に
か
自
ら
普
賢
と

一
體
に
な

つ
た
と
い
ふ
ご
と
で
宋
會
が
絡

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
善
財
童
子
の
經
歴
し
た

一
百

一
+
城
と
い
ふ
の
ば
、
恐
ら
く
蓮

花

藏
世
界
の
罕
面
化
で
あ
る
と
思

ふ
の
で
あ
る
。
探
玄
記
第
二
十

飛
臟
尼
価
)
に
は
三
説
を
出
し
、

一
に
善
知
識
が
五
十
五
人
と
い
ふ
の

は
脱
落
で
あ
つ
て
、
實
は

一
百

一
十
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
二
に
滿
足
王
等
正
善
知
識

の
外
の
拌
方
便
導
引
等
通
じ
て
數
ふ
れ
ば
百
十
あ

大
部
華
嚴
編
叩纂
の
構
想
に
つ
い
て
(
石
井
歡
道
)

一
〇
九



東
.洋

學

論

叢

二

〇

る
。
三
に
信
佳
行
向
地
の
五
十
位
に
、
摩
耶
、
彌
勒
、
文
殊
、
普
賢
、
佛
の
五
を
加

へ
、
そ
れ
に
各

女
自
分
勝
進

分
が
あ
る
か
ら
百
十

と
な
る
と
い
ふ
解
釋
で
あ
る
。
清
凉
も
大
疏
第
六
〇

(正
藏
三
五

ノ
九
五
六
)
大
疏
鈔
第
八
九

飛
臟
綟

)
、
李
通
玄
の
華
嚴
合
論
第
三
三

(圧
蠣
髦

)
等

に
も
そ
れ
み
丶
數
の
意
義
を
諡
い
て
ゐ
る
が
、
適
切
な
數
字

の゚
出
據
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
る
に
、
且
ら
く
新
經
に
依

つ
て

蓮
花
藏
世
界
の
構
造
を
見
る
に
、
恰
も

一
百

一
十
國
[あ
る
。
即
ち
世
界

の
中
心
に
無
邊
妙
華
光
香
水
海
が
あ
つ
て
、
其
中
に

一
切
香
摩

尼

王
莊
嚴
と
い
ふ
大
蓮
花
が
生
じ
、
そ
こ
に
普
照
十
方
熾
然
寶
光
明
と
い
ふ
世
界
種
が
あ
る
。
そ
の
東
に
離
垢
焙

然

香
水

海

が
あ

つ

て
、
そ
の
中
か
ら
出
て
ゐ
る
蓮
花
上
の
遍
照
刹
旋
世
界
種
が
あ
る
。
そ
◎
香
水
海
の
南
に
無
盡
光
明
輪
香
水
海
が
あ
つ
て
、
そ
こ
に
佛

幢
花
嚴
世
界
種
が
あ
る
。
そ
の
香
水
海
を
右
旋
し
て
金
剛
寶
婚
光
香
水
海
が
あ
る
。
其
中
に
佛
光
花
嚴
藏
世
異
種

が
あ
る
。
か
く
し
て

順
次
右
旋
し
て
第
十
番
目
に
天
城
寶
蝶
香
水
海
が
あ
つ
て
、
そ
の
中
に
燈
熔
光
明
世
界
種
が
あ
る
。
そ
れ
等
十
世
界
種
が
管
理
し
て
ゐ

る
世
界
海
が
各

女
に
十
世
界
海
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
合
す
る
と
百
世
界
あ
る
。
そ
れ
に
能
管

の
世
界
種
に
十
世
界

あ
り
、
そ
れ
に
中
央

の
世
界
種
を
合
す

る
と
百
十

一
と
な
る
の
で
あ
る
。
、今
こ
の
入
法
界
品
を
見
る
に
、
文
殊
に
再
會
し
た
と
き

「
如
是
經
遊
百

一
十
城
到

普
門
城
邊
-

文
殊
師
利
遙
伸
右
手
過
百

一
十
由
旬
至
普
門
城
摩
善
財
頂
」
と
あ
る
か
ら
、
最
後
の
普
賢
の
根
本
普
門
城
を
合
す
る
と

一
百

一
十

一
數
を
得
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
唯
數
が
合
う
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

元
來
華
嚴
經
は
、

所
謂
る
事
々
無
碍
の
世

界
、
印
ち
現
實

の
上
に
萬
有
相
關

の
眞
相
を
な
が
め
行
く
具
體
的
實
行
的
普
賢
行
を
説
く
の
が
本
意
で
あ
つ
て
、

そ
の
普
賢
行
の
實
行

さ
れ
る
價
値
的
世
界
を
蓮
花
藏
世
界
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
徒
ら
に
架
室
の
世
界
や
觀
念
の
世
界
を
指
し
て
ゐ
る
の
は
で
な
い
。

こ

の
意
味
に
於
て
、
華
嚴
經

の
實
踐
は
動
的
に
瓧
會
活
動
と
し
て
あ
ら
は
る
べ
き
筈
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
蓮
花
藏
世
界
と
い
ふ
の
も
、

吾
入
は
如
來
藏
思
想
の
象
徴
化
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。

こ
の
事
は
種

女
な
文
獻
と
理
論
と
を
以
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
別
に

論
す
る
事
と
し
て
今
は
結
論

の
み
を
擧
げ
る
事
を
許
さ
れ
た
い
。
要
す
る
に
第

一
部
經
亜
ハの
象
徴
的
、
立
體
的
蓮
華
藏
世
界
を
具
體
的



雫
面
的
に
表
現
し
た
の
が
入
法
界
品

の

一
百

一
十
城
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
至
當
な
事
と
考

へ
る
の
終

あ
る
。

以
上
大
部
華
嚴
結
構

の
意
圖
に
つ
き
、
華
嚴
學

の
泰
斗
法
藏
等
の
読
を
も
批
評
し
て
私
案
を
逞
ふ
し
た
罪
は
蓋
し
大
な
る
事
を
懴
悔

す

る
も
の
で
あ
る
。
然
し
亦
、
元
來
象
徴
に
巧
み
な
華
嚴
大
經
の
寓
意
は
多
含
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
種
女
.の
面
か

ら
汲
み
と
つ
て
味
は

ふ
事
は
徒
事
で
な
く
、
寧
ろ
無
盡

に
展
開
さ
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
吾
人
は

一
往
如
上
の
意
に
理
解
し
た
も
の
の
、
そ

れ
を
以
て
絶
封
的
の
理
解
と
老

へ
て
ゐ
る
も

の
で
は
な
い
。
更
に
ー

經
に
含
む
酋
・い
幾
多
の
象
徴
精
紳
を
開
顯

す
る
事
に
つ
と
め
る

で
あ

ら

う
。

(
大

正

大
學

歡

授

文

學

博

士

)

大
部
華
嚴
編
叩簒
{の
纔
旧想

に
つ
い
て

(
石
井
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道
)
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